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鳥類後腎原基ノ發生學的研究(家 鴨ニ於ケル檢索)

岡山醫科大學解剖學教室胎生學研究室(主 任八木田教授)

副 手 新 井 保 重

第1章 緒 言

後 腎 原 基 ノ 發 生學 的研 究 ハ 既 ニ 古 クRemak

(1855)ガ 家 鷄 胎 兒 ニ 於 テ 細 尿 管 ト集 合 管 ト ノ

Kontinuierlichetheorieヲ 唱 ヘ シ以來Kolliker

(1861), Gerhardt (1901)等 諸氏 ノ業 績 相繼 ギ テ出

デRemakト 其 ノ所 説 ヲ同 ジ ク セ リ.然 ル ニ之 ニ

反 シKupffer (1866)ガ 同 ジ ク家鷄 胎 兒 ニ就 キ テ所

謂Diskontinuierlichetheorieヲ 主 張 セ シ ヨ リ爾

來 兩派 互 ニ論難 抗爭 其 ノ歸 スル所 ヲ知 ラザ リシ モ

Bornhaupt (1867), Furbringer (1878), Schreiner

(1902)氏 等 ノ研 究 ニ 依 リテ遂 ニDiskontinui er-

lichetheorieノ 勝 利 ニ歸 シKupfferノ 説 ハ確 定 的

ノ モノ トシ テ今 日一般 學 者 ノ承 認 ヲ得 ル ニ至 レ リ.

而 シ テ次 ニ鳥 類 ニ於 ケ ル 後 腎 發 生 ニ關 シ テ ハ

Abraham (1896)及 ピKeibel (1900)ノ 家鷄,Abra-

ham (1901)ノ せ きせ い い ん こ,近 クハReinhoff

(1922), Atterburg (1923)ノ鷄 胎 ニ於 ケル 研 究 ア レ

共 概 シ テ其 ノ主 眼 ヲ尿 分泌 排 泄 系 統 ノ結 合機 轉 ニ

關 聯 スル 部 分 的所 見 ノ範 圍 ヲ出 デズ.之 ヲ系統 的

ニ研 究 セ ル モ ノニ 前記Schreiner (1902)ノ 家 鷄 ,

家 鴨 及 ピ我 教室 ノ高 井(1932―1933)ノ 家鷄,家 鳩,

大 藤(1935)ノ せ きせ い い ん こ,更 に1936年 倉 智

(鶉),南 部(七 面 鳥),森(雀),檀 上(十 姉 妹)等 諸

先 輩 ノ詳 細 ナル 研 究 發表 ア リテ殆 ド餘 ス所 ナ シ ト

雖 モ其 ノ發 生 學 的 過 程 ニ於 テ動 物 ノ種 類 ニ依 リ多

種 多様 ニ シ テ尚 ホ 不 明 ノ點 ナ シ トセ ズ.

殊 ニ其 ノ輸 尿 管 開 口部 ノ移 動 ニ ツキ テ ハ哺 乳 類

(豚)ニ 於 ケ ル モ ノニ大 藤(1936)ノ 詳細 ナ ル報 告 ア

ル モ,其 ノ泌尿 生殖 器 ノ構 造 ヲ異 ニス ル 鳥類 ニ於

テ ハ果 シ テ如 何 ナル關 係 ニ現 ル ル モ ノ ナ ル カ,予

ハ 之 ニ尠 ナ カ ラザ ル 興 味 ヲ覺 エ タ リ.

茲 ニ於 テ予 ハ 先輩 諸氏 ノ研鑽 ノ後 ヲ追 ヒ,比 較

發 生學 ノ立 場 ヨ リ家 鴨胎 兒 ヲ用 ヒテ之等 業 績 トノ

比較研究 ヲ志シ之 ヲ補足シツツ,併 セテ其ノ發生

途上ニ於ケル輸尿管開口部ノ移動状態如何 ヲモ考

察シ,後 述ノ如キ結論ニ到着セ リ.

依 リテ茲 ニ其 ノ大要 ヲ報告シ,以 テ先輩諸氏ノ

御高教ヲ仰ガントス.

第2章 材料及ビ研究方法

材 料 ハ當 教 室所 有 ノモ ノ ニ更 ニ予 ガ追 加セ ル家

鴨連 續 切 片標 本 中 ヨ リ本 研 究 ニ必 要 ナ ル發 育 階梯

ニ アル モ ノ10胎 兒 ヲ選 ピ テ檢 索 ニ供 シタ リ.之 等

胎 兒 ハ 採 取 直後Alkohol-Formalinニ テStuckfar-

bungヲ 施 シ,所 定 ノ方 法 ヲ經 テParaftin包 埋 後

之 ヲ10μ 又 ハ20μ ノ連 續 切 片 ニ作 製,必 要 ナル 部

分 ヲ更 ニEdinger氏 描 寫器 ニ依 リ100倍 又 ハ75

倍 ニ擴 大 記 載 シ,之 ヲ0.75―1.0―1.5mmノ 〓板

ニ複 寫 後,Born-Peter氏 ノ疊 積 法 ニ依 リテ正 確 ナ

ル複成模型ヲ作製 シ,顯 微鏡所見 ト相對照シテ其

ノ檢 索 ヲ進 メ タ リ.

第3章 各 胎兒ニ於ケル 腎臟 原基 ノ檢索

第1階 梯 (胎兒Nr. 54. 頂臀徑8.0mm.

孵卵 日數5日)

胎兒外形ハ頭部膨隆シ項屈折著シク,背 部及ビ

尾部共 ニ腹方ニ屈曲スルガタメニ前腦胞ハ胎兒ノ

腹部及 ピ尾部ニ相接 ス.前 腦胞 ノ側面ニハ眼胞ハ
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基礎 ヲ認 メ,四 肢 ノ原 基 僅 ニ體 側 ヨ リ隆 起 ス.

本 胎 兒 ニ於 ケ ル原 腎 管 ハ 左 右 共V. Cardinalis

post.ノ 腹 側 ニ沿 ヒ テ尾 方 ニ走 リ總 排 泄腔 ニ於 ケ

ルGadow (1891)ノUrodaumノ 外 側 壁 ニ達 シ此

處 ニ開 口 ス.コ ノ開 口部 ヨ リ約250μ 頭方 即 チ模

型Fig. 1. A.ニ 於 ケ ル0.45mm(實 長 ニ換 算,以

下 同様)ノ 高 サ ヨ リ漸 次 原 腎管 ハ其 ノ内 背 側 壁膨

大 シ,之 ヨ リ約130μ(0.26mm)頭 方 ニ及 ブ1隆

起 トシ テ僅 ニ背 尾方 ニ向 ヒテ膨 出 ス.コ レ即 チ後

腎集合 管 系 統 ノ初 發 原基 ニ シ テ所 謂 腎芽 ト名 附 ケ

ラル モ ノ ナ リ.コ ノ部 ノ横 斷 面 ハFig. 1. B.ニ 示

スガ如 ク 原腎 管 壁 ハ 一 般 ニ單 層 圓柱 上 皮 ヨ リナル

Fig. 1. A. 兩 側 腎 芽 模 型 腹 側 面觀

(75倍I/2縮 小)

第2階 梯 (胎 兒Nr. 100.頂 臀 徑8.0mm.

孵 卵 日數5.5日)

胎 兒 外 形 ハ 前 階 梯 ト略 同 様 ニ シテ,中 腦 膨 隆 シ

項 屈折 及 ビ背 部 彎 曲共 ニ著 明 ナ リ.

原 腎管 ノ 總 排 泄 腔 開 口 ニ先 立 ツ約170μ(模 型

0.4mm)頭 方 部 ニ於 テV. Cardinalis Postノ 腹 側

モ管 壁 ノ背 内 側壁 ハ他 ノ部 ニ比 シ テ更 ニ肥 厚 シ,

細 胞 ハ單 層 ナル モ一 層 ノ長 圓〓 状 ヲ呈 シ,爲 ニ コ

ノ部 背 内方 ニ膨 隆 スル ヲ認 ム.

腎芽 ノ 内背 側 ニ密 集 スル 細胞 層 ハ造 腎組 織me-

sonephrogenes Gewebeノ 連 續 ニ シ テ將來 後 腎

分 泌 系統 ヲ發 生 セ シム ル所 謂造 後 腎組 織metane-

phrogenes Gewebeナ リ.其 ノ細 胞 ハ密 度大 ニシ

テ且 其 ノ核 周 圍 ノ間葉 細 胞 ノ夫 レニ比 シ テ明 カ ニ

大 ニシ テ 且 圓形 又 ハ橢 圓形 ヲ呈 ス,サ レ ド更 ニ仔

細 ニ之 ヲ觀 レバ コ ノ造 後 腎組 織 ノ周邊 部 間葉 組織

ニ接 スル部 ニ於 テハ稍 々長 紡 錐 形 ノ核 ヲ有 スル 長

形 ノ細 胞 ノ排 列 スル ヲ見 ル.

Fig. 1. B. 腎 芽 部 横 斷 面

Ob. 5, Ok. 7, Kl. 30cm.

ニ接 シ テ原 腎 管 屈 曲部 ノ背 内 側壁 ハ約130μ(0.15

mm)ノ 長 サ ニ ワ タ リ稍 々背 尾 方 ニ膨 出 シ,内 外

ニ扁 平 ナ ル管 状 トシ テ延 ビKupffer (1865)ノ 所

謂後 腎 管 ヲ形 成 ス(Fig. 2. A,B).

造 後 腎組 織 ハ 前 階梯 ト略 同様 ノ所 見 ヲ呈 シ腎 芽

ノ背 内側 壁 ニ接 シ稍 々緻 密 ナル 細 胞 配 列 ヲ示 ス.
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Fig. 2. A. 兩側 後 腎 管 背 側 面觀

(100倍,模 型,2/3縮 小)

第3階 梯 (胎 兒Nr. 39. 頂 臀 徑9.0mm.

孵 卵 日數6日)

胎兒ハ益々發育シテ其ノ外形ハ増大シ,項 屈折

及ピ背部彎曲尚ホモ著シク爲ニ頭部ハ躯幹 ニ接着

ス.前 腦胞側面ニ於テハ眼胞ノ基礎明瞭 ニ認 メラ

レ,中 腦 ノ膨 隆 甚 シ ク半球 状 ヲ呈 ス,腹 部 ニ於 ケ

ル心臟 原基 ハ大 ナル 膨 隆 ヲ示 シ,上 下 肢 共 ニ體 側

ヨ リ著 シク隆 起 ス.腹 部 大 動脈 ハ脊 索 ノ腹方 ヲ之

ニ竝行シテ尾方 ニ走 リ總腸骨動脈 ヲ左右ニ分岐シ

タル後急ニ其ノ大キサヲ減シテ尾方ニ向 フ.而 シ

テ本階梯以後ニ於テハ左右ノ總腸骨動脈ニ發育不

同ヲ生ジ,右 側ノモノハ左側ニ比シ稍々小ナリ.

Fig. 3. A. 輸 尿 管,腎 盂 右 側 面 觀

(100倍 模 型1/2縮 小)

Fig. 2. B. 後 腎 管 横 斷 面

Ob. 5, Ok. 7, Kl. 30cm.

總排泄腔 ヲ距ル0.25mmノ 原 腎管屈曲部ノ稍々

背内側壁 ヨリ背尾方ニ出芽セル後腎原基ハ内外ニ

扁 平 ナ ル管 状 ヲ呈 スル モ基 部 ヨ リ約0.2mm頭 方

ニ進 メバ一 度 其 ノ管 壁 ヲ背 方 ニ向 ヒテ擴 大 シ テ約

0.4mm頭 進 シ,次 イデ 原 腎管 ノ背 方 ヲ其 ノ大 キ

サ ヲ減 ジ ツ ツ,A. iliaca Communisノ 分 岐 部 ヲ

越 ユル コ ト約0.3mm頭 方 ニ迄 延 長 シ,腹 部 大 動

脈ノ腹 側 外 方 ニ位 ス.コ ノ階 梯 ニ於 テ特 異 ナル ハ

後 腎管 ニ於 ケル 前 記背 方 膨 隆 ニ シ テ コ ノ膨 出部 ヨ

リ尾方 總 排 泄 腔 ニ至 ル部 分 ハ 輸 尿 管 ニ シテ,之 ヨ

リ頭方 ノ腎盂 ト形 態 上 ノ區別 ヲ生 ズ.兩 部 共 單 層

圓柱上皮 ヨリナリ,後 腎管原基ノ基底部即チ輸尿

管尾端ハ原腎管ヨリ分岐 スル

ニ當 リ前 階 梯 ヨ リモ一 層 總 排

泄 腔 ニ接 近 シ,更 ニ背 方 ニ ヨ

リテ發 スル ニ至 ル コ トヲ模 型

竝ニ切片横斷面ニ於 テ認 メ得.

腎盂尾方ノ膨出部ハ内外ニ扁

平ナレ共腎盂 頭方部ハ少シク

其ノ内面背方ニ傾斜ス(Fig.

3. B).

造後腎組織ハ輸尿管部 ニ於

テ ハ所 謂 内 外2層schreiner

(1902)ヲ 區別 シ得 ズ シ テ細胞
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Fig. 3. B. 腎 盂 頭 部 横 斷 面

Ob. 5, Ok. 7, Kl. 30cm.

ハ 比較 的 鬆 疎 ニ配 列 セ ル モ更 ニ ヨ リ頭 方 ニ於 テハ

腎盂 内側 ニ密 接 シテ,之 ヨ リ放 線 状 ニ内 方 ニ向 ヒ

濃染 セル 細 胞 ノ密 ニ配 列 セ ル所 謂 内層 ト,コ ノ周

圍 ヲ包 圍 シテ稍 々鬆 疎 ニシ テ稀 薄 ナル 細 胞 層 即 チ

外 層 ノ2層 ニ分 タ ル.而 シ テ内 層 ノ細 胞 ハ一 般 ニ

圓形核ヲ有スルニ反シテ外層ノ細胞ハ紡錘形又ハ

橢圓形核 ヲ有シ且核ノ大サモ前者 ニ大 ニシテ後

者ニ小ナリ.外 層ハ更ニ腎盂先端 ヲ越テ頭方ニ延

長 ス.

Fig. 4. A. 兩側 腎 盂 右 側 面觀

(100倍 模 型2/3縮 小)

第4階 梯 (胎 兒Nr. 40. 頂臀 徑9.0mm.

孵卵日數6日)

胎 兒 外 形 ハ 前 階梯 ニ類 シ,殊 ニ中腦 膨 隆 著 明 ニ

シ テ,眼 胞 益 々増 大 ス.前 肢 ハ肘 關節 ニ於 テ後肢

モ亦 膝 關 節 ニ於 テ 屈 曲 セル 膨 隆 物 トシ テ體 ノ側壁

ニ認 ム.

Urodaumニ 於 テハ 其 ノ尾壁 ヨ リ尾 方 ニ向 ヒ板

状 ノ小 隆 起 トシ テBursa Fabriciiノ 原 基 發 生 シ'

更 ニ其 ノ背 方 ニ1箇 ノ 小突 起 即チBoyden (1922)

ノDorsaldivertikelヲ 認 メ,原 腎 管 開 口部 ハ次 第

ニ憩 室 様 ニ擴 大 ス.

本胎兒ニ於ケル後腎管基底部即チ輸尿管尾端ハ

Fig. 4. A.ニ 示 スガ如 ク左 右 共 ニ原 腎管 ヨ リ分岐

スル ニ當 リ前 階 梯 ヨ リモ更 ニ總排 泄 腔 ニ接 近 シ,

原 腎管 開 口部 ノ約80μ(0.15mm)頭 方 ニ於 テ原 腎

管 背 内壁 ヨ リ背 尾方 ニ 出デ70μ(0.22mm)ノ 經 過

後 内外 ニ扁平 ナ ル膨 出部 ニ移 行 ス.之 即 チ腎 盂 ニ

シ テ コ ノ膨 出部 ハ輸 尿 管 ヨ リ遙 ニ大 ナル 扁 平 管 ニ

シ テ頭 方A. iliac. Comm.ノ 高 サ ニ達 スル迄 ノ範

圍 即 チ200μ(0.5mm)ノ 間 ニ於 テ認 メラ レ,更 ニ

其 ノ後 漸 次 頭 方 ニ向 ツテ 其 ノ幅 員 ヲ減 少 シ ツ ツ腹

部 大動 脈 ノ腹 側 外 方,原 腎管 ノ背 方 ヲ之 ト竝 行 シ

テ約0.4mm頭 進 シ,其 ノ内 側 壁稍 々背 方 ニ向 ヘ

ル ヲ認 ム.

尚ホ本階梯ニ於 テハ未ダA.

iliac. Comm.ニ 依 ル腎盂 中 間

部 ノ發 生 ヲ認 メズ.即 チ 尾方 ノ

内外 ニ扁平 ナ ル小 管 状 ヲナ ス輸

尿 管(0.22mm)ト 夫 ヨ リ頭 方 ニ

續 ク盂 腎(0.9mm)ノ2部 分 ニ

區別シ得.造 後腎組織ハ前階梯

ニ於 ケ ル ト同様 ニ輸 尿 管 ノ周 圍

ニハ 僅 少 ニ シ テ(Fig . 4. B.),

腎盂 ノ内側 及 ピ背側 ノ周圍 ニハ

之 ニ接 近 ン テ緻 密 ニ,周 邊 ニ向

フニ從 ヒテ漸次 鬆疎 トナル.
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Fig. 4. B. 輸 尿管 及 ビ腎盂 横 斷 面

Ob. 5, Ok. 7, Kl. 30cm.

第5階 梯 (胎 兒Nr. 41. 頂 臀 徑12.5mm.

孵 卵 日數7日)

胎 兒外 形 ハ前 階 梯 ヨ リモ更 ニ發 育 進 展 ス.即 チ

項 屈 折 及 ピ背 部 彎 曲共 ニ減 少 シ,頭 部 ハ躯 幹 部 及

ピ尾 部 ト輕 ク相 隔 タ リ頸 部 ハ延 長 シ漸 次 獨 立 ノ傾

向 ヲ示 ス.嘴 ノ發 生 ヲ僅 ニ認 メ,上 下 肢 共 其 ノ長

サ ヲ増 シ其 ノ存 在 明瞭 トナル.原 腎 ハ發 育 旺 盛 ニ

シ テ腹 腔 内 ニ充滿 シ血 管 分 布 著 シ.總 排 泄 腔 ニ於

テハUrodaumノ 背 尾 壁 ニDorsaldivertikel 2

箇,右 側 原 腎 管 吻 合部 ニ1箇 ノLateraldivertikel

ヲ認 ム.Enddarmハ 細 小 ナ ル管 腔 ヲ以 テUrodaum

内腔 ト交 通 ス.原 腎管 開 口部 ノUrodaumト ノ吻

合 部 ハ擴 大 シ前 階 梯 ヨ リモ更 ニ尿 嚢 管 ニ接 近 スル

ニ ル至 ル.

A. 輸尿 管

輸尿管ハ原腎管ノ尾端背壁 ニ於テ而モ原腎管ガ

總排泄腔ニ開口セントスル部 ノ直前ニ於テ之 ヨリ

分岐シ,背 尾方ニ向ヒタル小圓管 トシテ左右共約

0.4mmノ 經過後腎盂ニ移行 ス.

B. 腎盂

腎盂ハ輸尿管原基ヨリ原腎管ノ背側,腹 部大動

脈 ノ腹外側ヲ上昇シ全長2.25mmヲ 算 ス.而 シテ

腎盂ハ其ノ發育延長ニ際シ背方ニ膨出セントシ,

而 モ背方總腸骨動脈ノ存在ノタメニ之ヲ妨ゲラレ

中間絞扼セラレタルガ如キ觀 ヲ呈シ,形 態上頭部,

中間部,尾 部ノ區別 ヲ生ズルニ至ル.左 右腎盂間

ノ距 離 ハ 中 間 部 ニ於 テ最 モ近 接 シ0.4mm,頭 端 ニ

於 テ最 モ 相距 タ リ1.0mmナ リ.而 シ テ腎 盂全 長

右 側2.2mm,左 側2.26mmヲ 算 ス.

a) 腎 盂 尾部(右 側0.8mm,左 側0.66mm)

左 右 共 總 腸 骨 動脈 ノ 尾方 ニ於 テ背 外 方 ニ扇 状 ニ擴

ガ リ,左 側 ニ於 テ ハ輸 尿 管 ヘ ノ移 行 部 ニ近 キ部 ニ

於 テ背 尾方 ニ4箇 ノ小 突 起 即 チprimares Sem-

melrohr (Sammelrohr 1. Ordung nach Felix)

ヲ膨 出 ス.(Fig. 5. A.)右 側 ニ於 テモ左 側 ト殆 ド

同様 ニ シ テ輸 尿管 ヘ ノ移 行 部 附 近 即 チ コノ 尾部 ノ

尾端 ニ於 テ5筒 ノ背 尾方 ニ向 ツ テ突 出 スル 第1集

合 管 ノ初徴 ヲ示 ス小 隆 起 ノ膨 出 スル ヲ認 ム.

而 シ テ兩 側 共最 尾端 ノ第1次 集 合 管最 長 ナ リ.

b) 腎盂中間部 總腸骨動脈ハ右臍帶動脈ノ

退化 スルガ爲ニ左右ノ不同生ジ,因 ツテ代償的ニ

左側總腸骨擴大ス.從 ツテコノ左側總腸骨動脈ノ

腹 側 ニ密 接 スル左 側 腎盂 中間 部 ハ 右 側 ノ夫 ヨ リモ

長 ク,右 側 中間部0.2mmニ 對 シ左 側0.4mmナ

リ,然 レ共 其 ノ横 徑 ハ之 ニ反 シ右 側 ノ夫 レハ左 側

ヨ リモ大 ニ シ テ右0.13mmニ 對 シ左0.1mmナ

リ.而 シ テ腎 盂 ハ 尾 部 ニ於 テハ 内外 ニ扁 平 ナ リシ

モ 中 間 部 ニ於 テハ背 腹 ニ壓 平 セ ラ レタル 小 扁 平管

状 ヲ呈 シ,上 昇 シ テ腎 盂 頭部 ニ移 行 ス.

c) 腎盂頭部 左右共殆 ド同長(1.2mm)原 腎

管ノ背内方 カラ頭方ニ腹部大動脈ニ平行シテ上昇

シ其ノ頭端ハ其ノ内側壁 ヲ稍々背方ニ向ケ,兩 側

共2箇 ノ第1次 集合管 ヲ頭方ニ膨出ス.

造後腎組織ハ輸尿管周圍ニハ認メラレズ.内 層

細胞ハ腎盂尾部 ヲ背内側ヨリ被 ヒテ頭方ニ進 ミ,

中間部ニ至 リテハ内層ハ總腸骨動脈ノタメニ發育

ヲ障 碍 セ ラ レ中 間部 ノ背 側 面 ニ接 シテ極 メテ僅 ニ

存 在 シ頭 進 ス(Fig. 5. B).

頭部尾端ニ至レバ内層ハ再ビ發育シ腎盂ン背内

側 ニ接 シ,更 ニ 上昇 シ 腎盂 ノ 内側 面 ヨ リコノ腹 内

側面 ニ接 ス.外 層 細胞 ハ 内層 ヲ被 ヒV. Card. post.

ノ 内 側 ニ沿 ヒテ頭 進 ス.
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Fig. 5. A. 左 側 腎盂 外 側 面觀

(75倍 模 型I/2縮 小)

Fig. 5. B. 腎 盂 中 間 部横 斷 面

Ob. 5, Ok. 8, Kl. 30cm.
第6階 梯 (胎 兒Nr. 42: 頂 臀 徑13.5mm.

孵 卵 日數7日)

胎兒 外 形 ハ 發育 更 ニ著 明 ニ シ テ屈 曲 セ ル駆 幹 ハ

輕 度 ノ 伸展 ヲ示 シ,頸 部 ハ 頭 部 及 ビ軈 幹 ヨ リ獨 立

シ判 然 タ レ共,尚 ホ項 屈 折 ノ タ メニ胸 部 ハ頭 部 ニ

相 接 セ ン トスル ガ如 キ形 ヲ呈 ス.大 腦 半 球 モ發育

増 大 シ〓 眼盃 ハ胎 兒 ノ全 形 ニ比 シ著 シク 大 ニシ テ,

嘴 ノ原基 モ稍 々増 大 ス.

結 腸 ハ背 頭 方 ヨ リ尾 腹 方 ニ向 ツ テ斜 ニ直線 状 ヲ

呈 シ テ下 降 シUrodaumニ 移 行 シ,其 ノ内腔 辛 ウ

ジ テ之 ト交 通 ヲ保 チ,尿 嚢 管 ハ 頭 方 ヨ リUrodaum

ニ移 行 シ其 ノ 内腔 交 通 ス.原 腎管 ハUroeaumノ

外 側背 方 ヨ リ之 ニ開 口シ其 ノ開 口部 ハ翼 状 ニ外方

ヘ膨 隆 シ漸 次 尿 嚢 管 ヘ接 近 セ ン トス.
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前 階梯 ニ於 テ 右 側 原 腎管 開 口部 ニ 於 テ認 メ シ

Lateraldivertikelハ 原 腎 管 吻合 部 ニ吻 合 セ シモ

ノ ノ如 ク,2箇 ノDorsaldivertikelノ 内背 方 ノ

モ ノハ 原 腎 管 開 口部 ノ尾側 内 方 ニ 開 口セ ル兩 側 輸

尿 管 開 口部 ト共 ニUrodaumノ 背壁 ニ於 テ背 尾方

ニ膨 隆 シ,Pomayer (1902) ,南 部(1936)氏 等 ノ

所 謂Urogeniraltascheヲ 形 成 シ,Urodaumノ

左 右 兩 側 ノ翼 状 隆 起 ニ連續 ス(Fig. 6. A).

1. 集 合 管 系 統

A. 輸 尿 管 本 階 梯 ニ於 テ ハ原 腎 管 ヨ リ全 ク

分 離 シ テ原 腎 管 開 口部 ヨ リ稍 々内 尾 方 ニ於 テ總 排

泄 腔 ヨ リ出 デ,單 層 圓柱 上皮 ノ壁 ヲ有 スル小 圓管

状 ヲ呈 シ テ原 腎 管 ノ背 方 ヲ頭 方 ニ向 ヒ前 階 梯 ヨ リ

少 シ ク伸 長 シ全 長0.55mmニ シ テ腎盂 ニ移 行 ス.

B. 腎 盂(右 側2.26mm,左 側2.32mm)

a) 腎盂 尾部(左 側0.66mm,右 側0.73mm)

尾部ハ内外ニ扁平ナル葉状 ヲ呈シテ益々背,頭 側

ニ發 育 シ其 ノ背 側 頭 端ハ總 腸 骨動 脈 ヲ尾 側 ヨ リ包

圍 スル ノ状 ヲ呈 ス.腎 盂 ノ葉 状 擴 大 部 ノ尾 側 ヨ リ

左右共4箇 ノ小突起 ヲ尾方ニ膨出シ何レモ第1次

集合管ノ形状 ヲ呈 ス.

b) 中間部 尾部ノ内側頭端ヨリ起 リテ總腸

骨 動 脈 ヲ内 側 ヨ リ圍 繞 スル ノ状 態 ヲ以 テ頭 方 ニ向

フ.其 ノ全 長左 側0.2mmニ シ テ右 側 ノ0.13mm

ヨ リモ 長 ク,之 ニ反 シ其 ノ横 徑左 側0 .06mmハ 右

側0.1mmヨ リ モ 短 ナ リ.

c) 頭 部(左 側1.46mm,右 側1.4mm) 頭

部 ハ 内 外 ニ扁平 ナ ル管 状 ヲ呈 シ其 ノ内側 面 ヲ少 シ

ク背 方 ニ傾 斜 ス.左 側 ニ於 テハ 其 ノ背 側稜 ヨ リ1

箇 ノ第1次 集合 管 ノ膨 出 ヲ認 メ,頭 端 ヨ リ背 頭 方

及 ビ頭 方 ニ2箇 ノ第1次 集 合 管 發 生 シ前 者 ハ 更 ニ

背 方 ニ第2次 分 岐 ヲナ サ ン ト スル カ ノ如 ク輕 ク膨

出 ス.右 側 頭部 ニ於 テ ハ背 側 稜 ヨ リ背 方 ニ4箇,

頭 端 ヨ リ腹 側方 ニ1箇,其 ノ背 側 ヨ リ頭 方 ニ向 ヘ

ル2箇 ノ第1次 集 合 管 突 出 ス.

左右兩側共腎盂頭部ハ原腎管ノ背方 ニ於テ前階

Fig. 6. A 左 側 後 腎 模型 右 側 面 觀

(75倍I/2縮 小)
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梯 ニ比 シ外 方 ニ移 動 シ,頭 端 ハ腹 部 大 動 脈 ノ外 側

位 ニア リテ兩 側 腎盂 ノ内最 モ相 隔 タ リ(1.2mm),

中 間部 ニ於 テ最 モ相 近接 ス(0.332mm).

2. 造 後 腎組 織

内層 細胞 ハFig. 6. B.ニ 見 ル ガ如 ク各集 合 管 ノ

先 端 ヲ帽状 ニ被 覆 シ所 謂metanephrogene kappe

ヲ形 成 シ,集 合 管 ノ中樞 方 ニ向 ヒテ ハ其 ノ内則 ニ

密 接 シ腎盂 内 側 ノ同組 織 ニ移 行 ス.而 シテ集 合 管

末 端 ヲ被 ヘ ル内 層 細 胞 ハ 圓形 核 ヲ有 スル圓 形 細 胞

ヨ リナ ル.外 層細 胞 ハ 内層 ノ夫 レニ比 シ其 ノ密 度

鬆 疎 ニ シ テ内 層 ノ外 側 ニ於 テ全 腎 盂 ヲ包 埋 シ,内

層 ノ被 覆 ヲ失 ヘ ル 中 間部 ニ於 テ ハ直 接 之 ニ接 シ,

頭部 ニ於 テハ 間質 結 締 組 織 ヲ構 成 シ周 圍部 トノ區

別判 然 タ ラ ン トス.

Fig. 6. B. 腎 盂 頭 部 横 斷 面

Ob. 5, Ok. 7, Kl. 30cm.

第7階 梯 (胎 兒Nr. 44. 頂 臀 徑15.5mm.

孵 卵 日數8日)

胎 兒 ハ躯 幹 ノ發 育 進 展 シ テ頭 部 トノ均 衡 ヲ得,

頸 部 ハ 判 然 タル形 ヲ呈 シ,四 肢 ノ發 育 モ亦 著 シ ク

増 大 ス.

Urodaumニ 於 ケ ル原 腎管 ト尿 嚢 管 ノ間 ニ走 レ

ル外 側 壁 ノ膨隆 ハ 背 方 ノDivertikelヲ 含 有 スル

憩 室 様 ノUrodaum背 壁 膨 隆 部 タル所 謂Uroge-

nitaltascheト 合 流 シ テ翼 状 ニ 發育 シ外 觀 上 獨 立

部位 ヲ形 成 セル ノ状 ヲ呈 ス.前 階 梯 造 認 メ ラ レシ

後 腸 トUrodaumノ 内腔 交 通 ハ本 胎 兒 ニ於 テハ 之

ヲ認 メズ,尿 嚢 管 ハ頭 方 コ リ移 行 シUrodaumト

内腔 交通 ス.

1. 集 合 管 系統

A. 輸 尿 管(右 側0.53mm.左 側0.66mm)

輸 尿 管 ハUrogenitaltascheニ 於 テ原 腎管 開 口部

ノ内 尾方 ニ開 口 シ,小 圓管 状 ヲ呈 シテ原 腎 管 ノ背

尾方 ニ進 ミ腎 盂 ニ移 行 ス.

腎盂 發 育 ノ状 態ハ 漸 次 複 雜 トナ リ且 左右 兩 側 ニ

於 テ聊 カ形 態 上 ノ差 異 ヲ現 スガ故 ニ以 下左 右 兩 側

ニ分 チ テ之 ヲ記載 セ ン トス.

B. 左 側 腎 盂((Fig. 7. A).

a) 尾部(0.66mm)略 扁 平 ナ ル長 方 形 状 ヲ

呈 シ背 側方 ヨ リ頭 方 ニ發 育 シ,尾 側 ニ4箇.背 側

ニ2箇,頭 側 ニ3箇 ノ第1次 集 合管 ヲ夫 々尾 方,

背方 及 ピ頭 方 ニ發 生 ス.其 ノ内 背側 ノ頭 方 ヨ リ發

生 スル モ ノニハ 頭方 及 ピ 尾方 ニ,頭 側中 央 部 ノ

箇 ハ頭 方 及 ピ背 方,頭 方 及 ピ尾方 ニ夫 々第2次 集

合 管 ノ分 岐 ヲナ ス.

b) 中 間部(0.66mm) 小 圓管 状 ニ シ テ總 腸

骨 動 脈 ヲ圍繞 スル カ ノ如 ク,尾 部 移 行 部 外側 方 ヨ

リ外 側方 ヘ1筒,中 間 部 頭端 ヨ リ尾方 ヘ2箇 ノ第

1次 集 合 管發 生 ス.

c) 頭 部(1.73mm) 中 間部 ヨ リ移 行 シ テ原

腎 管 ノ背 方 ヲ略 之 ニ平 行 ニ頭 進 スル頭 部 ハ其 ノ頭

端 内 側面 ヲ腹 内方 ニ傾 斜 ス.頭 部 尾端 ノ少 シク擴

大 セ ル腎 盂 外 尾 側方 ヨ リ稍 々尾 内方 ヘ2箇 ノ第1

次 集 合 管 ヲ發 シ,其 ノ先 端 ハ 膨隆 シ マ サ ニ2次 集

合 管 ヲ分 岐 セ ン トスル カ ノ如 シ.

頭 部 主 幹 部 ノ背 側稜 ヨ リ背 方 ヘ大 小約12箇 ノ

膨 出 ア リテ 第1次 集 合 管 ノ初 徴 ヲ示 ス.頭 方 ニ於

キ テ ハ外 腹 側 ヨ リ腹 方 ヘ3箇,内 背 側 ヨ リ内方 ヘ

1箇,頭 背 方 ヘ1箇,頭 端 ヨ リ頭方 ヘ2箇 ノ第1

次 集 合 管 ヲ發 生 シ,頭 端 腹 側 ノモ ノハ更 ニ背 方 及

ピ腹 方 ニ第2次 集 合 管 ヲ分 岐 ス.

C. 右 側 腎孟(Fig. 7. B).

a) 尾部(0.8mm) 左 側 ト殆 ド同形 ナ レ共 尾

部尾 側 ヨ リ尾方 ニ3箇 ノ第1次 集 合管 ヲ發 生 シ,
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兩 側 ノ モ ノハ 更 ニ背 方 及 ピ腹方 ニ第2次 分 岐 ヲナ

ス.葉 状 ニ 内外 ニ扁 平 ナ ル 腎盂 尾部 ノ背 側方 ヨ リ

背 尾方 ニ2箇,頭 側 ヨ リ頭 方 ヘ3箇 ノ第1次 集 合

管 發 生 ス.

b) 中 間部(0.46mm) 左 側 ヨ リモ短,總 腸

骨動脈 ヲ腹内側方 ヨリ弓状ニ包圍シ,其 ノ内面 ヲ

背 外 側方 ニ 向 ケ背 頭 方 ニ 〓ス ム扁 平 管 ニシ テ,其

ノ横 徑0.13mmハ 左 側 ノ0.06mmヨ リモ大 ナ リ.

c) 頭 部(1.93mm) 尾 端 ヨ リ2箇 ノ第1次

集 合 管 ヲ發 シ,背 側 ノ モ ノハ 背外 方 ニ向 ヒ腹 外 方

及 ピ背 内方 ニ,腹 側 ノモ ノハ背 方 及 ビ腹 方 ニ夫 々

第2次 集合 管 ヲ分 岐 ス.主 幹部 背 側稜 ヨ リ背 方 ニ

6箇,腹 内方 ニ向 ヘ ル頭端 ヨ リハ背 側 ニ2箇,内

側 ヨ リ頭 方 ニ1箇,頭 端 ヨ リ頭 方 ニ2箇 ノ第1次

集 合 管 ヲ發 生 シ,其 ノ内 頭端 腹方 ノモ ノハ 更 ニ腹

方 及 ピ頭 方 ニ第2次 集 合 管 ヲ分 岐 ス.

而 シテ 腎 盂全 長 左 側3.05mm,右 側3.19mmニ

シ テ左 右 ノ 腎盂 間 ノ距 離 ハ 尾部0.73mm.中 間 部

Fig. 7. A. 左 側後 腎 左 側 面

(75倍 模 型I/3縮 小)

Fig. 7. B. 右側後腎右側面

(75倍 模型I/3縮 小)

Fig. 7. C. 腎 盂 中 間部 横 斷 面

Ob. 5, Ok. 7, Kl. 30cm.

ニ於 テ最 短0.53mm,頭 端 ニ於 テ最 大1.26mmナ

リ.

2. 造 後 腎 組 織

前 階 梯 ニ於 ケ ル ト殆 ド同様 ニ シ テ 未 ダ細 胞塊

Zellkugelノ 發 生 ヲ認 メズ.中 間 部 ニ於 テハ内 層

全 ク 消失 シ,外 層 モ 又亦 極 メテ菲 薄 ニ シテ細 胞配

列 モ著 シク鬆 疎 ナ リ(Fig. 7. C).
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第8階 梯 (胎 兒Nr. 43. 頂 臀 徑16.0mm.

孵 卵 日數8日)

胎兒 外 形前 階梯 ト殆 ド同 ジク,頭 部 屈 曲背 部 彎

曲共 ニ少 シク 減 却 シ,頭 部 ニ於 テ ハ大 腦 半 球 ノ發

育 増 大 セル ガ タ メニ中 腦膨 隆 トノ均 衡 ヲ得 ル ニ至

リ嘴 ノ形 態 モ 稍 々整 ヘル ヲ認 ム.上 下 肢 ノ發育 著

明 ニ シテ體 側 ヨ リ外 方 ニ隆 起 シ肘 關節 及 ピ膝 關 節

ニ於 テ屈 曲 ス.

Urodaumニ 於 テハ 終 腸 トノ交 通 ヲ認 メザ レ共

尿嚢 管 ハ頭 方 ヨ リ之 ニ開通 シ,Bursa Fabriciiハ

著 シ ク尾方 ニ伸 長 ス.原 腎 管 開 口部 ハ 前 階 梯 ヨ リ

モ更 ニ頭進 尿 嚢 管 ニ接 近 シ,Miiller氏 管 ハ尾方 ニ

下 降 ス レ共 未 ダ總 排 泄 腔 ニ開 口 セ ズ.

1. 集 合管 系 統

A. 輸 尿 管(右 側0.66mm,左 側0.73mm)

原 腎管 開 口部 ヨ リ内 尾 方 ニ於 テUrogenitaltasche

ニ開 口 シ,少 シ ク 内方 ニ移 動 スル タ メ兩 側 開 口部

間 ノ距 離 ハ前 階 梯 ニ於 テ0.23mmナ ル ニ本 階梯

ニ於 テハ少 シ ク減 少0.22mmナ リ.兩 側 共 小 圓管

状 ヲ呈 シ原 腎 管 ノ尾方 ヲ弧 ヲエ ガ キ テ頭 進,腎 盂

尾部 ニ移 行 ス.

B. 左 側腎 盂(Fig. 8. A).

a) 尾 部(0.73mm) 腎盂 ハ前 階 梯 ヨ リモ 稍 々

狹小 トナ リ,既 ニ多 數 ノ著 明 ナ ル集 合 管 ヲ發 シ,

其 ノ分 岐状 態 モ複 雜 トナ ル ヲ以 テ尾方 ヨ リ頭 方 ニ

順次1sr., 2sr.,…… ノ序 數 ヲ附 シ テ記 載 ノ便 ヲ

計 リタ リ.擴 大 セ ル 尾部 ハ 頭 方 及 ピ尾 方 ノ2扁 平

部 ニ分 タ レ,頭 方 ノ モ ノ ハ 尾方 ニ比 シ小 ナ リ.第

(1)sr.ハ 輸 尿 管 トノ移 行 部 ヨ リ,第(2) sr.ハ 其

ノ頭 方 ヨ リ夫 々 尾方 ニ第1次 集 合 管 ヲ發 シ,後 者

ノ 尾端 ハ背 方 及 ピ腹 方 ニ第2次 集 合 管 ヲ分岐 ス.

尾方 擴 大部 ノ尾側 ヨ リ尾 方 ニ第(3)―(7)ノ 第1次

集合 管 ヲ發 シ,内 第(4)―(7) sr.ノ 末 端 ハ 少 シク

膨隆 シ第2次 ノ分 岐 ヲナ サ ン ト〓ル ガ如 シ.尾 部

頭方 ノ腎盂 小 葉 部 内側 ヨ リ内方 ニ第(8), (9)ノ 第

1次 集 合 管 ヲ發 シ,前 者 ハ末 端 膨 大 シ,後 者 ハ 内

方 及 ピ背 方 ニ第2次 ノ分 岐 ヲナ ス.小 葉 部 背 側 方

ヨ リ背 方 ヘ第(10) sr .ヲ,外 側 ヨ リ頭 方 へ 第(11)
,

(12) sr.ヲ,中 間部 トノ移 行部 ヨ リ外 方 ヘ第(13) sr .

ヲ夫 々發 生 シ,第(11) sr.ノ 頭端 ハ膨 大 ス.斯 ク テ

次 述 ノ頭 部 及 ピ中 間部 ト共 ニ總 腸骨 動 脈 ヲ頭 方,

腹 方 及 ピ尾方 ヨ リ包圍 セ ン トスル ガ如 シ.

b) 中間 部(0.53mm) 尾 部 トノ移 行 部 外 側

ヨ リ外 方 ニ第(14) sr .,頭 部 トノ移 行部 尾側 ヨ リ尾

方 ヘ 第(15) sr.ヲ 發 シ後 者 ノ尾 端 膨隆 ス.

c) 頭部(1.4mm) 原 腎 管 ノ背 方 ヲ内 外 ニ扁

平 ナ ル 管 状 ヲナ シ腹部 大 動 脈 ノ外 側方 ニ頭 進,頭

端 部 ハ其 ノ 内面 ヲ腹 内方 ニ傾 斜 ス.

葉 状 ノ 尾端 部 ヨ リ第1次 集 合 管 トシ テ第(16)―

(18) sr.ヲ 外 側 面 ヨ リ尾 方 ヘ,第(19) sr.ヲ 背 側 ヨ

リ内方 ヘ發 シ,第(16) sr.ノ 尾 端 ハ腹 背 ニ膨 大 ス.

頭 部 ノ主 幹 部 背 側稜 ヨ リ背 方 ヘ 第(20)―(23)ノ 第

1次 集 合 管 ヲ發 シ,夫 々頭,尾 方 ニ第2次 集 合 管

ヲ分 岐 ス.頭 部 頭端 部 ヨ リハ 第(24)―(31)ノ 第1

次 集合 管 發 生 ス.即 チ背 側 ヨ リ第(24) sr.ヲ 背 方

ニ,外 尾側 ヨ リ尾 方 ニ第(25) sr .ヲ 膨 出 シ,前 者 ハ

頭 方 及 ピ尾方 ニ分 岐 シ,後 者 ハ 内方 及 ピ外 方 ニ第

2次 分 岐 ヲナ サ ン トスル ガ如 シ.第(26) sr.ハ 内腹

側 ヨ リ外 腹 方 ニ,第(27) sr.ハ 内 側 ヨ リ頭 方 ニ,

第(28), (29) sr.ハ 外 側 ヨ リ腹 方 ニ彎 曲 シ タル後

頭 方 ニ向 ヒ,前 者ハ 頭 方 及 ピ尾 方 ニ第2次 分 岐 ヲ

示 ス.第(30) sr.ハ 内 側 ヨ リ頭 方及 ピ尾方 ニ分 岐

シ,第(31) sr.ハ 頭 端 ヨ リ頭 方 ニ突 出 シ頭 端 膨 隆

ス.

C. 右 側 腎 盂(Fig. 8. B).

a) 尾 部(0.8mm) 尾 方 腎 盂 ハ左 側 ノ如 ク扁

平,第(1)―(12) sr.ハ 尾 側 ヨ リ尾方 ニ第1次 集合

管 ヲ形 成 ス.即 チ第(1) sr.ハ 輸 尿 管 移 行 部 ヨ リ發

シ最 長0.04mm,第(2), (6), (11), (12) sr.ハ 尾端

膨 隆 シ,第(7)―(9) Sr.ハ 尾 側 中央 部 ヨ リ尾 方 ニ

突 出 スル 腎盂 分 岐部 ヨ リ發 シ,第(8) sr.ハ 末 端 背

方 及 ピ腹 方 ニ第2次 分 岐 ヲ形 成 ス.第(13) (14) sr.

ハ尾 部 背 側 ヨ リ背 方 ニ突 出 シ 其 ノ 先 端 膨 隆,第

(15)―(17) sr.ハ 頭 側 ヨ リ頭 方 ニ第1次 集 合 管 ヲ
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形 成 シ,第(15) sr.ノ 頭 端 ハ背 方 及 ピ腹方 ニ第2次

ノ分 岐 ヲ示 ス.

b) 中 間部(0.46mm) 外 背 側 及 ピ内腹 側 ニ

扁 平 ニ シ テ其 ノ横 徑02mmハ 左 側 ノ0.06mmヨ

リモ大.第(18) sr.ハ 尾部 移 行 部 ノ外 尾端 ヨ リ外

方 ニ發 シ其 ノ先 端膨 大 第(20) sr.ハ 頭 端 ヨ リ外 方

ニ,第(19) sr .ハ 兩 者 ノ中 間 部 ヨ リ外 方 ニ少 シ ク

隆 起 シ第1次 集 合 管 ヲ形 成 ス.

c) 頭 部(1.66mm) 原 腎管 ノ背 方,腹 部 大

動 脈 ノ外 側方 ヲ頭 方 ニ走 ル.頭 部 尾端 外 側面 ヨ リ

外 方 ニ第(21) sr.ヲ,外 尾 方 ニ 第(22) sr.ヲ,背 側

ヨ リ背 尾 方 ニ第(23) sr.ヲ 夫 々發 生 シ,前2者 ハ 末

端 夫 々膨 隆 シ第2次 分 岐 ヲナ サ ン トスル ガ如 シ.

頭 部主 幹 部 背 側 ヨ リ背 方 ヘ 第(24)―(31)ノ 第1次

集 合管 ヲ發 シ,第(24), (30) sr.ハ 頭方 及 ピ尾方

ニ第2次 集 合 管 ヲ輕 ク分 岐 ス.頭 端 部 ハ 外 側方 ニ

第(32) sr.ヲ,腹 側方 ヨ リ頭 方 ニ第(33) sr.ヲ,外

方 ニ第(34) sr.ヲ,内 方 ニ第(35), (36) sr.ヲ,頭

端 部 ヨ リ頭 方 ニ第(37)―(39) sr.ヲ 發 シ,更 ニ第

(32) sr.ハ 背 方 及 ピ腹 方 ニ,第(33) sr.ハ 内方 及 ビ

外 方 ニ,第(39) sr.ハ 頭 方 及 ピ尾方 ニ夫 々第2次

集 合 管 ヲ分 岐 ス.

本 階梯 ニ於 ケ ル 左 側腎 盂全 長2.66mm,右 側

2.92mm,左 右 兩側 間 ノ距離 ハ尾部 ニ於 テ0.8mm

中 間 部 ニ於 テ最 短0.66mm,頭 部 ニ於 テ最 長1.33

mmナ リ.

2. 造後腎組織

内層細胞ハ集合管ノ分岐發生ニ伴 ヒ分裂シ,散

在性ニ集合管ノ末端 ヲ圍繞シ,腎 盂 ノ大部分及ピ

發育ノ進 メル集合管ノ中樞部 ニハ コレ ヲ缺如ス

(Fig. 8. C),紡 錘 形ヲ呈 スル外層細胞ハ圓形或ハ

卵圓核 ヲ有シ,外 邊ニ於テ稍々稠密ニ集積壓平セ

ラレテ腎臟被膜ノ初現 ヲ示シ周圍組織 トノ區別明

瞭ナル箇所 ヲ認ム.又 外層細胞ハ頭端部及ピ尾部

ニ於テ腎盂,集 合管及 ピ被膜ノ間ノ空隙ヲ稍々稠

密ニ充填シ後腎間質結締組織 ヲ形成セントス.

Fig. 8. A. 左 側後 腎 模型 左 側 面 觀

(75倍I/3縮 小)
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Fig. 8. B. 右 側後 腎 右 側 面

(75倍 模型I/3縮 小)

Fig. 8. C 腎 盂 頭 部 横 斷 面

Ob. 5, Ok. 7, Kl. 30cm.

第9階 梯 (胎 兒Nr. 46. 頂臀 徑19.0mm.

孵卵日數9日)

胎 兒外 形 ハ著 シ ク發 展 シ嘴 ハ形態 ヲ トトノヘ,

頸部ハ躯幹ニ對シ全ク獨立ノ部位ヲ形成 ス.前 後

兩肢ニ於テモ指線及ピ趾線 ノ形成 ヲ僅ニ認ム

Muller氏 管 ハ 原 腎 管 ノ外 方 ヲ之 ト殆 ド竝 行 ニ

尾方 ニ走 レ共未ダ總排泄腔ヘ開口セズ.原 腎 ヲ見

ルニ血管ノ分布著シク原腎小管ノ紆曲複雜 ヲ極メ

原 腎管 開 口部 ハ益 々頭 方 ニ上昇 シUrodaumノ 外

側 背 方 ヨ リ之 ニ開 口 を尿 嚢 管 ヘ更 ニ接 近 ス.而 シ

テ之 ニ至 ル部 分 ハ益 々翼 状 ニ外 方 ヘ 膨隆 ス.

1. 集合管系統

A. 輸尿管 腎盂尾部 ヨリ移行 シテ小圓管状

ヲ呈シ,原 腎管ノ背側内方 ヲ殆 ド之 ト竝行 シテ

77



876 新 井 保 重

尾 方 ニ下 リ原 腎 管 開 口部 ヨ リ モ 内 側 尾方 ニ 於 テUrodaum

ノ背 側 膨隆 部 タルUrogenitaltascheニ 開 口 セ リ.其 ノ全 長

左 右 共 殆 ド同長1.06mmニ シ テ前 階梯 ヨ リモ著 シ ク伸 長 ス.

B. 左 側 腎 盂(Fig. 9. A).

a) 尾 部(0.53mm) 腎 盂 尾 部 ハ 腹 尾方 及 ピ背 頭 方 ニ分

岐 シ前階 梯 ニ比 シ 著 シク其 ノ太 サ ヲ減 ズル ニ至 ル.集 合管 分

岐 状 態 ハ極 メ テ 複 雜 ナ ル ヲ以 テ簡 明 ヲ期 シ各 部 共 尾方 ヨ リ

(1), (2), (3)ノ 序 數 ヲ附 シ,分 岐 状態 ト其 ノ方 向 ヲ表 示 シ了

解 ニ便 ナ ラ シ メタ リ.又I, II, IIIノ 記號 ハ分 岐 セル 集 合 管

ノ 次 數 ヲ現 ハ ス.

(1) I(尾 方)…
II(背方)
II(腹方)

(2) I(尾 外方)… II(背方,短)

II(腹方,長)

腎盂尾方分岐部 ヨリ

(3) I(腹 外 方)…
II(背方)… …

II(腹尾方)

III(背方)
III(頭方)

(4) I(尾 方)… II(外尾 方)… …

II(内方,端 太 シ)

III(内背方)
,III(外腹方)

(5) I(尾 方)… II(尾方,端 膨 大)

II(背方,〃)

(6) I(内 方)…
II(内方)

II(腹尾方)

(7) I(内 方)

腎盂頭方分岐部 ヨリ

(8) I(腹 外 方)…
II(頭 方,短)… …

II(外腹 方,短)…

III(背方,短)
III(腹方,短)

III(背方)
III(腹方)

(9) I(外 方)…
II(頭方)
II(腹方,短)

(10) I(外 背 方)… II(頭方)… …

II(尾方,端 太)

III(外方)…

III(頭方)

IIII(外方)…

IIII(頭方)

Y(頭 方)

V(外 方)

(11) I(背 方)…
II(頭方)…

II(背方)…

III(背方)
III(腹方)
III(背方,短)

III(尾方,〃)

(12) I(内 方)…
II(尾方)…

II(内方)…

III(背方,短)
III(尾方,太)

III(背方)…

III(腹方)
IIII(背方)

IIII(内方,端 太)

(13) I(内 腹 方)

(14) I(尾 方)… II(内腹方)
II(外背方)

b) 中 間 部(0.93mm) 小 圓 管 状 ヲ呈 シ横 徑0.02mm總

腸 骨 動 脈 ヲ内方 ヨ リ頭 方 ニ包 圍 スル カ ノ如 ク ニ シテ腎 盂 尾部

ニ移 行 シ,コ ノ間5箇 ノ集 合 管 ヲ膨 出 ス.尾 方 ヨ リ順次 ニ

(1) I(外 方)…

II(腹方)

II(背方,端 尾方 へ膨 隆)

(2) I(背 方)… II(腹 方,短)

II(背方)

(3) I(背 方)

(4) I(外 方)… II(内尾方)
II(外尾方)

(5) I(外 方)… II(外方)

II(尾方)

c) 頭 部(1.4mm)尾 部 同様 複 雜 ナ リ尾方 ヨ リ

(1) I(外 尾方)

(2) I(外 尾方)…

II(背 方)… …

II(腹方)… …

III(頭方,短)

III(尾方)…

III(尾方,長)

III(頭方,短)

IIII(内方,短)

IIII(外方,短)

(3) I(内 方)…
II(尾 方,端 太)

II(内 方)… … III(内方)
III(頭方,短)

(4) I(背 方)…
II(背方)
II(外 尾方)… III(背方)

III(腹方)…
IIII(頭方)

IIII(腹方)

(5) I(背 方)…
II(頭方,短)…

II(背方)… … III(背方短)
III(外尾方)

(6) I(背 方)…
II(背方,短)

II(外尾方)

(7) I(背 方)…
II(内方,短)

II(外方)

(8) I(背 方)…
II(背方,短)

II(尾方)

(9) I(背 方)…
II(頭方)… …

II(尾 方)… …

III(腹方)
III(背方)
III(外方)

III(内方)

(10) I(背 方)…
II(背方)
II(腹方)

(11) I(内 方)…
II(腹 方)… …

II(背方)

III(外方)
III(頭方)

(12) I(内 方 端 太)

(13) I(背 方)…
II(頭方)

II(尾方)

(14) I(外 方)…
II(腹方)… …
II(尾方)… …

III(尾方)
III(腹方)… …

III(内方)

III(外方,短)

IIII(腹方)

IIII(尾方)

(15) I(背 方)…
II(背尾 方)

II(内頭 方)…
III(外方)… …

III(頭方)… …

IIII(頭方)

IIII(尾方)

IIII(外方,短)

IIII(内頭 方長)
(16) I(頭 方)… II(頭方)

II(外方)… … III(頭方)
III(腹方)

(17) I(背 側 方)…
II(背方-頭 方)

II(外方)… …

III(内方,短)

III(外方,短)

III(頭外方)
III(頭内方)
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C. 右 側 腎盂(Fig. 9. B).

a) 尾 部(0.53mm)

(1) I(尾 方)…
II(腹尾 方,長)

II(背尾方,長)

(2) I(外 方)…
II(背 方)… …

II(腹 方)… …

III(背方)

III(腹方)

III(頭方)

III(尾方)

(3) I(尾 方)…

II(内尾 方)… …

II(外 尾方)… …

III(尾方,端 太)

III(内方)… …

III(外方)

III(尾方)

IIII(内方)

IIII(尾方)

(4) I(尾 方)…
II(外方)
II(尾方)

(5) I(外 背 方)
II(背 方)… …

II(尾方,端 太)

III(外尾方)
III(外頭方)

(6) I(内 尾方)…
II(尾方)… …

II(頭方)

III(内方)

III(外方)

(7) I(外 方)…
II(内方,長)… …

II(外方,太)

III(内方)… …

III(頭方,短)

IIII(頭方)

IIII(尾方)

(8) I(内 背 方)…
II(内背 方)… …

II(尾方)

III(頭方)
(内背方)

(9) I(背 方)…
II(頭方)

II(尾方)

(10) I(頭 方)…
II(腹方)

II(頭方)… … III(頭方)

III(背方)

b) 中 間部(0.8mm) 全 長 ハ左 側 ヨ リモ短,之 ニ反

シ横 徑 ハ之 ヨ リ大 ナ ル小 扁 平 管(0.04mm)ト シ テ右 腸

骨動 脈 ノ尾腹 方 ヨ リ起 リ,同 動 脈 ヲ超 エテ背 頭 方 ニ進 ミ

5箇 ノ集合 管 ヲ發 セ ル後,腎 盂 頭 部 ニ移 行 ス.之 ヲ尾方

ヨ リ順次 ニ

(1) I(外 方)
II(腹方)

II(内方)…

III(頭腹方)
III(頭背方)

(2) I(頭 方)… II(頭方)

II(頭腹 方)

(3) I(外 方)… II(外方)

II(背方)

(4) I(腹 方)… II(尾方)…

II(外方)

III(尾腹方)
III(尾背方)

(5) I(外 腹 方)… II(腹方)…

II(外方―端尾方ヘ膨大)

III(内方,短)

III(外方,短)

c) 頭 部(1.29mm) 左 側 ニ比 シ發育 甚 ダ遲

レ,僅 ニ6箇 ノ集 合 管 ヲ發 スル ノ ミニ シテ,腎 盂

ハ 小 圓 管状 ヲ呈 シ原 腎 管 ノ内背 側 ヲ頭 進 シ頭 端 ハ

腹 部 大 動脈 ノ外 腹 側 ニ ア リ.

(1) I(尾 方 短)… II(背方)

II(尾方)

III(背方)…

III(内尾 方)

III(尾方)

III(内背方)

IIII(内方)

IIII(外方)

(2) I(背 尾方)…
II(頭方)

II(尾方,端 太)

(3) I(背 方)

II(背尾方,端 太)

II(背方)… … III(頭方)

III(尾方)

(4) I(背 方)…

II(頭方,短)

II(尾 腹 方)

(5) I(背 尾方)

(6) I(背 方)

左 右 腎 孟 間 ノ距離 ハ頭 端1.33mmニ シ テ最 大,

中 間部 ニ 於 テ最 小0.06mm,尾 部0.8mmヲ 算

ス.

2. 造 後 腎組 織(Fig. 9. C).

内 層細 胞 ハ集 合 管 ノ分 岐 スル ニ從 ヒ更 ニ多 ク分

裂 シ,各 帽 状 ヲナ シ テ各集 合管 ノ末端 ヲ被 覆 シ散

在 性 ニ存 ス.更 ニ進 ンデmetanephrogeneskappe

ノ中 樞端 ハ 内層 細 胞 一 團 トナ リ塊 状 ヲ呈 シ,細 尿

管 ヲ構 成 スベ キ初 徴 タルZellkugelヲ 形 成 セル モ

ノ ヲ僅 ニ認 ム.外 層細 胞 ハ 内層 及 ピ集 尿 管 ノ周 圍

ヲ圍 繞 シ間 質結 締 組 織 ヲ形成 スル ト共 ニ,頭 部 及

ピ尾 部ニ 於 ケ ル周 邊 ニ於 テ ハ外 層 細 胞 ハ壓 平 サ レ

タル 紡錘 形状 ノ細 胞 層 ヲ呈 シテ漸 次Nierenkapsel

ヲ形 成 シ他 ノ間 葉 組 織 ヨ リ區別 セ ラル ル ニ至 ラン

トス.
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Fig. 9. A. 左 側 後 腎 模 型左 側面 觀

(75倍I/3縮 小)

Fig. 9. B. 右 側 後 腎模 型 右側 面

(75倍I/3縮 小)
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Fig. 9. C. 腎 盂 尾 部 横 斷 面

Ob. 5, Ok. 7, Kl. 30cm.

第10階 梯(胎 兒Nr. 45. 頂 臀 徑20.5mm.

孵 卵 日 數9日)

胎 兒 ハ 前 階 梯 ニ於 ケル ト略 ボ 同様 ノ外 形 ヲ呈 ス

レ共 項 屈 折 及 ピ背 彎 曲共 更 ニ其 ノ度 ヲ減 ジ,頭 部

及 ピ嘴 部 ハ躯 幹 ヨ リ隔 リ,頸 部 ハ ヨク伸 展 シ判 然

タル 形 ヲ呈 ス.四 肢 ハ 著 シ ク其 ノ長 サ ヲ増 シ背 部

ニハ 羽 毛 原基 ノ發生 ヲ認 メ,胎 兒 ハ コ コ ニ鳥類 ノ

諸 標徴 ヲ具備 セ ン トスル ニ至 ル.

腎臟 原基 ノ發 生 状 態

本 階 梯 ニ 於 テ ハZellkugelハ 内 腔 ヲ 形 成 シ

Zellblaschenニ 進 化 シ,更 ニ集 合管 トノ 結 合 ニ至

ル迄 ノ比 較 的 初 期 ノ經 過 ヲモ 僅 ニ認 メラ ル ル ヲ以

テ此 處 ニ其 ノ過 程 ヲ ノ ミ記載 シ,輸 尿 管 及 ピ腎 盂

ニ 關 シ テハ前 階 梯 ト著 シキ差 異 ヲ認 メザ ル ヲ以 テ

其 ノ記 述 ヲ省 略 ス.

Fig. 10. A.

集合管ノ壁ハ單層圓柱上皮 ヨリナリ終末集合管

ノ末 端 ハ腎 原 基 ノ周 圍 ニ向 ヒ テ走 リdichtomisch

ニ分 岐 ス.コ ノ末 端 部 ハ周 圍 組 織 ヨ リ明 カ ニ區別

サ レ タ ルZellenmasse即 チmetanephrogene

Kappeニ テ 被 ハ ル.コ ノZellenmasseハ 後 腎 組

織 内 層 細 胞 ノ分 化 セ ル モ ノ ニ シテ,2―3列 ノ放 線

状 ヲナセル細胞層 トナ リテ集合管ノ先端 ヲ被ヒ腎

臟 原基 ノ中心 端 ニ近 キmetanephrogene Kappe

ヨ リ分 離 シ テZellkugelヲ 形 成 ス.

Fig. 10. B.

圓形 ノ細 胞群 タルZellkugelノ 細 胞 ハ 求心 性 ニ

配 列 シ テ中 心 ニハ微 カ ニ内腔 形 成 セル ヲ認 ム.其

ノ壁 ハ單 層 圓柱 上皮 ヨ リナ リ コ ノ剖 分 ヲ頭方 及 ピ

尾 方 ノ切 片 ニ就 テ見 ル ニ集 合 管 トハ 連 絡 ヲ有 セ ザ

ル 細胞 球 ニシ テ,Zellkugel細 胞塊 ヨ リモ 一歩 進 ミ

タ ルZellblaschen細 胞 球 ナル コ トヲ認 ム.コ ノ

Zeliblaschenハ 圓形 ノ モ ノ ヨ リ更 ニ進 ミタ ル モ

ノハ 三 角形 或 ハ長 圓 形 状 ヲ呈 シ,コ ノモ ノハ 將 來

發 育 シ テ集 合 管 ト結 合 スベ キ細 尿 管 ノ原基 トナ ル.

Fig. 10. C.

Zellblascnenハ 更 ニ發 育進 展 シ第4次 集 合 管

ノ末 端 ト接 觸 スル ニ至 ル.然 レ共 兩者 ノ間 ニハ 尚

ホ劃然タル障壁 アリテ管腔互ニ相通ズルノ域 ニ達

セズ.之 等細尿管壁ハ集合管ノ夫 レヨリモ稍 々背

高キ單層圓柱上皮 ヨリナリ集合管末端 ヲ帽状ニ圍

繞セル時期ノ後造腎組織内層ノ圓形乃至骰子形細

胞 トハ異 リタル性状 ヲ呈 ス.

造後腎組織外層ハ前階梯ニ於ケル ト同様ニ間質

結締組織 トシテ集合管及ピ細尿管原基ノ周圍ヲ充

填シ,外 邊 ニ於テハ腎臟被膜ヲ形成セントス.
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Fig. 10. A. 腎 盂 頭 部 横 斷 面 腎

Ob. 20, Ok. 7, Kl. 32cm.

Fig. 10. B. 腎 盂 頭 部 横 斷 面

Ob. 20, Ok. 7, Kl. 50cm.

Fig. 10. C. 腎 盂 頭 部 横 斷 面

Gb. 20, Ok. 7, Kl. 32cm.

第4章 總 括竝 ニ考察

前章ニ於デ各家鴨胎兒ニ於ケル腎臟原基ノ發生

状態ヲ檢索シタレバ本章ニオキテハ之 ヲ總括シ併

セテ先賢諸家 ノ報告 ト比較考察 ヲ試 ミントシ次ノ

6節 ニ分チテ之 ヲ記述 ス.

第1節 輸尿管

第1階 梯(頂 臀 徑8.0mm,孵 卵 日數5日)ノ

胎 兒 ニ於 テ ハ 原 腎管 ノ總 排 泄 腔 開 口ニ 先 立 ツ 約

250μ(模 型0.45mm)ノ 高 サ ヨ リSedgwick (1880)

ノ報告セルガ如ク原腎管ノ背内側壁ハ背内方へ肥

厚 膨 隆 シ初 メ之 ヨ リ頭方 約130μ(0.26mm)ノ 範

圍 ニ及 ブ.此 膨 出部 ハ 所 謂 腎 芽 ニ シテ 將來 輸 尿 管

及 ピ腎 盂 タル部 分 ノ發 芽 ナ リ.コ ノ腎 芽發 生 ノ部

位 及 ピ時 期 ニ關 シテ ハ他 ノ鳥 類 ニ於 ケルKeibel,

Bornhaupt, Schreiner,高 井氏 等 ノ業 績 ニ於 ケル

ト殆 ド同 一 ニ シ テ(第2表),只 各 鳥類 ノ種 類 及 ピ

個 體 ニ ヨ リ多 少異 ナ ル モ ノ ノ如 シ.

第2階 梯(頂 臀徑8.0mm,孵 卵 日數5.5日)ニ

テ ハ原 腎 管 開 口部 ノ約170μ(0.4mmノ 頭 方 部 ニ

於 テ コ ノ背 内 側壁 ガ約130μ(0.15mm)ノ 間背 尾

方 ニ膨 隆 シ,其 ノ外 形 ハ 内外 ニ扁 平 ナ ルKupffer

氏 ノ所 謂 後 胃管 ヲ形 成 ス.

第3階 梯(頂 臀 徑9.0mm,孵 卵 日數6日)ニ 於

テ ハ後 腎 管 ハ更 ニ發 育 延 長 シ,其 ノ全 長0.9mmニ

シ テ形 態 上 腎 盂 ト輸 尿 管 トヲ區 別 シ得 ル ニ至 ル.

輸 尿 管 ハ腎 盂 ヨ リモ細 小 ナル 扁 平 管 ニシ テ其 ノ原

腎 管 ヘ ノ開 口部 ハ背 内 尾方 ニ移 動 スル ト共 ニ漸次

總 排 泄 腔 ヘ接 近 ス.

第6階 梯(頂 臀 徑13.5mm,孵 卵 日數 〓日)ノ 胎

兒 ニ テ ハ輸 尿 管 ハ發 育 伸長 シ全 長0.55mmノ 小 圓

管 状 ヲ呈 シ,其 ノ開 口部 ハ完 全 ニ總排 泄 腔 ヘ開 口

スル ノ ミナ ラ ズ,原 腎 管 開 口部 ノ尾 側 内方 ニ在 リ

テGadow氏 ノUrodaum背 壁 ニPomayer (1902)

氏 等 ノUrogenitaltascheノ 形 成 ニ合 流 セ ン トス.

輸尿管ガ原腎管 ヨリ分離 シテ總排泄腔ヘ開口〓

ル時期ハ其ノ種類及ピ使用材料ノ異ナルニ依 リ全

ク一致 スル モ ノ ニ非 ザ レ共,大 體 腎 盂 原基 ガ頭 部

82



鳥類後腎原基ノ發生學的研究(家 鴨ニ於ケル檢索) 881

中間部及ピ尾部ノ3區 分ヲ生ジ,且 ツ最初 ノ集合

管 發 生 ノ時 期 ニ相 當 スル ガ 如 ク ニ シ テ(第2表),

之 等 ノ相 互關 係 ハ予 ノ寡 聞 未 ダ特 ニ其 ノ記 載 ヲ見

ザ ルモ ノナ リ.

本 階梯 以後 ニ於 テ モ輸 尿 管 ハ 小 圓 管 状 ヲ呈 シ テ

益 々伸 長 シ,第9階 梯(頂 臀 徑19.0mm,孵 卵 日數

9日)ニ 於 テハ 全 長1.06mmヲ 算 シ,且 左 右 ノ長

サ ハ各階 梯 ヲ通 ジ テ大 差 ヲ認 メズ.

尚 ホ輸 尿 管 頭 部 ハ哺 乳 類 ニ於 ケル ト異 ナ リ總 腸

骨 動脈 ヲ コエ テ頭 方 ニ延 長 スル コ トナク,他 ノ鳥

類 ニ於 ケル ト同 ジク家 鴨 ニ於 テ モ亦 該 動脈 ノ尾方

ニ於テ腎盂ニ移行 ス.

第2節 輸尿管開口部ノ移動

予ノ前述セルガ如ク胎生初期ニオキテハ腎芽ハ

哺乳類 ト同ジク原腎管ノ尾部背内側壁ヨリ出現,

背 尾方 ニ膨 出 シ發 育 ノ進 行 ト共 ニ其 ノ分 岐 部 ハ漸

次 總 排泄 腔 ニ接 近 シ ツ ツ外 尾 方 ニ移 動 シ,遂 ニ第

6階 梯(預 臀徑13.5mm,孵 卵 日數7日)ニ 於 テ

ハ原 腎 管 ガ開 口 ス ル ヨ リ モ 内 尾方 ニ於 テ完 全 ニ

之 ヨ リ分離 シ直 接 總 排 泄 腔 ニ開 通 ス.Urodaum

ハ階 梯 ノ發展 ト共 ニ其 ク背 方 壁 ハ憩 室 様 ニ膨 隆 シ

Urogenitaltascheヲ 形 成 シUrodaumノsolidノ

部 分 トハ 全 ク獨 立 セル 部 位 ヲ構 成 スル ガ如 キ觀 ヲ

ア タ ヘル.兩 側 輸 尿 管 ハ コ ノ嚢 状 膨 隆 部 ニ開 口,

益 々内方 ニ移 動,原 腎 管 ハ 之 ヲ遠 ザ カ リテ尿 嚢 管

開 口部 ニ接 近,尿 ヲ之 ニ送 ル ベ キ通 路 ノ短 縮 ヲハ

カル ガ如 キ構 造 トナ リ,斯 ク テ原 腎 管 トハ益 々 相

離 ル ル ニ至 ル.

コ ノ所 見 ハ哺 乳 類 ニ於 テ高 井(1934,豚),大 藤

(1935,兎)氏 等 ノ報 告 セル ガ如 ク原 腎 管 尾方 ノ背

内 壁 ヨ リ發 生 セル 腎 芽 ガ外 方 ニ移 動 シ背 壁 ヨ リ發

生 セ ル ニ至 ル 迄 ハ 鳥 類 ノ夫 レ ト同 様 ナ レ共,發 育

ノ進展 ニ伴 ヒ テ更 ニ益 々外方 ニ移動 シ ツツ頭 方 ニ

上 昇,遂 ニ尿 嚢 管 ヨ リ發 生 セ シ膀胱 迄 移 動 シ遂 ニ

此 處 ニ固 定 セ ラル ル ノ状 態 トハ 全 ク相 反 スル ノ状

ヲ呈 ス.是 レ哺 乳 類 ト鳥 類 トノ其 ノ構 造 ヲ異 ニ ス

ル泌尿生殖器差異ノ發現ニ外ナラズ.

扨輸尿管開口部ノ移動 シ漸次總排泄腔 ニ接近ス

ル所以ハ既 ニ前記高井,大 藤氏等ノ指摘セルガ如

ク原腎管末端ノ擴大ニ依 リテ該部ガ總排泄腔ノ一

部 トナルニ起因 スルモノニシテ,コ ノ關係ハ哺 乳

類 ニ於 テ モ亦 他 ノ鳥 類 ニ於 テ モ同 一 ナ リ.

而 シテ 大藤 氏(1936,豚)ハ 更 ニ其 ノ檢 索 ヲス〓

メ原腎管開口部ノ尾方轉位ニヨリ輸尿管ハ漸次頭

方 ニ向 ヒ移動 セ シ メラ レ,輸 尿 管 開 口部 ヲ含 有 セ

ル 尿嚢 脚 ノ部 ガ膀 胱 ノ構 成 ニ參 與 スル コ トニ依 リ

遂 ニ直接Blasengegendノ 背壁 ニ開 口 スル モ ノ ト

セ リ.

南部氏ハ1936年 七面鳥ニ於テ原腎管 ト尿嚢管

トノ間ニ生ジタル總排泄腔 ノ憩室様膨隆ハ原腎管

開 口部 ヲ益 々頭方 ニ接 近 セ シ メ,之 ニ反 シ氏 ノ所

謂Harblaseタ ルUrogenitaltascheノ 發 展 ニ依

リテ輸 尿 管 ハ 之 ニ向 ヒテ内 尾方 ニ移 動 スルモ ノ ト

セ リ.

即チ上記セルガ如ク哺乳類及ピ鳥類 ニ於テ輸尿

管開口部ノ移動ハ其ノ泌尿生殖器ノ差異 ニ依 リー

見 異 ナル モ ノ ノ如 キ ナ レ共 其 ノ歸 スル所 輸 尿 管 開

口部 ハHarnblaseニ 向 ツ テ移 動 シ之 ニ開 口 スル

モ ノ ノ如 シ.

然 ル ニ鳥 類 ニ於 テハ膀 胱 ヲカ グ コ トハ周 知 ノ事

實 ニ シテ之 ガ タ メ之 ガ代 償 タ ル ベ キモ ノ ヲ何 レニ

求 ムベ キ カニ就 キ種 々 ノ假 説 ヲ生 ゼ リ.

即 チBursa-FabriciiハHarnblaseヲ カ グ鳥

類 特 有 ノOrganニ シ テ,Berthold, Treriranus,

Huschke等 ニ依 リ膀 胱 トhomologナ リ ト稱 セ

ラ レシモ.1940年 山本 氏 ノ解 釋 ニ依 レバBursaハ

發 生 ノ過 程 ニ於 テ輸 尿 管 トハ全 ク無 關 係 ナ ル故 哺

乳 類 ニ見 ル膀 胱 トハ 看做 シガ タ ク他 ニ其 ノ原 基 ヲ

求 ムベ キ ナ リ ト.

次 ニUrogenitaltascheヲ 以 テHarnblaseナ リ

ト ス ル モ ノ ニBoyden (1922)ア リ.氏 ハ コ ノ 部

分 ヲUrodealsinusト 命 名 シ 一 般 ニ 鳥 類 ノ祖 トサ

ル ルReptielienノBlaseト 著 シ ク 類 似 性 ア ル ヲ

指 摘 シ,更 ニ南 部(1936)ハ 七 面 鳥 ニ 於 テ 形 態 學
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的 ニ又 發 生 學 的 ニUrogenitaltascheハHarn-

blaseトhomologナ リ ト記述 セ リ.

斯 ク ノ如 ク尚 ホ其 ノ歸 一 ヲ見 ズ 今 後 ノ研究 ニ俟

ツ ベ キ モ ノア レ共 上 述 ノ鳥類 ノUrogenitaltasche

ヲ 以 テ 他 ノ 有 羊 膜 類 ニ於 ケ ルHarnblaseト

homologノ モ ノ トセバ,輸 尿 管 開 口部 移 動 ノ所 以

ハ予ノ例ニ於 テモ既述セルガ如ク原腎管尾部背内

側 壁 ヨ リ發 生 シ漸 次 其 ノ背 尾壁 ニ移 動,發 育 ノ進

展 ト共 ニ該 部 ガ總排 泄 腔 ノ一 部 トナ リ,更 ニ其 ノ

形 態 學 的 ノ構 造 上 ヨ リ前 記 諸氏 ノ所 謂Harnblase

タルUrogenitaltascheニ 向 ツ テ移 動 シ遂ニ 此 處

ニ固 定 セ ラル ル ニ ヨル モ ノナ ラ ンカ ト思 考 セ ラル.

第3節 腎 盂 及 ピ集 合 管

第3階 梯(頂 臀 徑9.0mm,孵 卵 日數6日)ニ 於

テ初 メテ形 態 上 輸 尿 管 及 ピ腎 盂 ノ區 別 ヲ生 ジ,腎

盂 ハ 尾方 輸 尿 管 ヨ リ移 行 シ内 外 ニ扁 平 ナ ル 管 状

ヲ呈 ス.

第5階 梯(頂 臀 徑12.5mm,孵 卵 日數7日)ニ

於 テハ 腎盂 ハ 著 シク 頭 方 ニ伸 ピ,總 腸 骨動 脈 ノ機

械 的障 碍 ノタ メ明 カ ニ頭 部,中 間部 及 ピ尾 部 ノ區

別 ヲ生 ズ ル ニ至 ル.之 先 進 諸 學 者 ノ諸種 鳥類 ニ於

ケル成 績 ト異 ナル 所 ナ シ(第2表).

而 シ テ第5階 梯 以 後 ニ於 テ ハ 腎盂 及 ピ集 合 管 ノ

關 係 モ漸 次 複 雜 トナ ル ニ ツキ,予 ガ既 ニ各 胎 兒 ニ

於 ケ ル模 型 ノ實 測 ニ ツ キ記 述 セ シモ ノ ヲ更 ニ簡 明

ヲ期 シ 之 ヲ次 ニ一 括 表 示 セ リ.

即 チ 第5階 梯 以 後 ニ於 テハ 總 腸骨 動 賑 ノ左 右 不

同 著 明,大 ナル 左 側 ノ腹 内 側 ニ密 接 スル左 側 中間

第1表

部 ハ右 側 ノ夫 レ ヨ リモ長 ク,横 徑 ハ 之 ニ反 シ右 側

ノ方 大 ナ リ.

而 シ テ本 階 梯 ニ於 テハ 初 メテ尾 部 ノ右 側 ヨ リ5

箇,左 側 ヨ リ4箇 ノ第1次 集 合 管 發 生 ヲ認 メ,頭

部 ヨ リハ 兩 側 共2箇 發 生 ス.

第6階 梯(頂 臀徑13.6mm,孵 卵 日數7日)ハ

前 階 梯 ニ殆 ド類 似 シ稍 々之 ヨ リ發 育 進展 ス.即 チ

中 問部 ハ 尾部 及 ピ頭 部 ト共 ニ總腸 骨 動脈 ヲ圍繞 ス

ル カ ノ如 キ形 態 ヲ呈 シ,集 合 管 ハ左 側 尾部 ヨ リ4

箇,頭 部 ヨ リ3箇,計7箇,右 側 尾 部 ヨ リ4箇,頭

部 ヨ リ7箇,計11箇 ノ第1次 集 合 管ラ 發 ス.

第7階 梯(頂 臀 徑15.5mm,孵 卵 日數8日)ニ

テ ハ 腎 盂 ノ状態 漸 次 複雜 トナ リ左 右 ニ イ サ サ カ

形 態 ノ差 異 ヲ生 ズ.腎 孟 全 長 右 側3.19mm,左 側

3.05mmニ シ テ左 側 ヨ リ第1次33箇 内第2次 分

岐 ヲナ ス モ ノ4箇,計37箇 ノ終 末集 合管 ヲ,右 側

ヨ リ第1次21箇,第2次5箇,計26箇 ノ終 末集

合 管 ヲ認 ム.而 シ テ左 側 中 間 部 ヨ リハ3箇 ノ第1

次 集 合 管 發 生 スル ヲ認 ム.

第8階 梯(頂 臀 徑16.0mm,孵 卵 日數8日)ニ

於テハ腎盂尾部ノ葉状膨大部モ稍々狹小 トナリ既

ニ多數ノ集合管 ヲ發生 ス.即 チ左側腎盂ハ第1次

31箇,第2次8箇,計39箇 ノ終 末 集 合 答 ヲ,右 側 腎

盂 ハ第1次39箇,第2次7箇,計46箇 ノ終 末 集

合 管 ヲ認 ム.而 シ テ 中 間部 全 長 ハ 左 側 大 ナ レ共 横

徑 ハ之 ニ反 シ右 側 大 ニシ テ,右 側 ヨ リ3箇 左 側 ヨ

リ2箇 ノ第1次 集 合 管 發生 ス.

第9階 梯(頂 臀 徑19.0mm,孵 卵 日數9日)ニ
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於 テハ原腎管ノ尾方 ヲ輸尿管頭端 ヨ リ移行シタ

ル腎盂尾部ハ腹尾方及ピ背頭方 ニ分岐シ前階梯ニ

比シ著シク其ノ太サヲ減ズ.左 側中間部ハ小圓管

状 ヲ呈シ總腸骨動脈 ノ内側ヲ頭方ニ走 リ腎盂 ニ移

行,右 側ハ左側 ヨリモ僅ニ短カク小扁平管状 ヲ呈

ス.腎 盂頭部ハ小管状 ヲ呈シ原腎管ノ背側少シク

外 方 ヲ頭 進,頭 喘 ハ腹 部 大 動 脈 ノ外 側,僅 ニ背 方

ニ位 スル ニ至 ル.

左側腎盂 ヨリ第1次36箇,第2次31箇,第3

次23箇,第4次7箇,第5次1箇,計98箇 ヲ,

右 側 腎 盂 ヨ リハ 第1次21箇,第2次19箇,第3

次14箇,第4次3箇,計58箇 ノ終 末集 合 管 ヲ算

シ,右 側 ハ ル カ ニ少ナ シ.而 シ テ中 間 部 ヨ リハ右

側13箇,左 側9箇 ノ終 末 集 合 管 ヲ認 ム.

以 上 ノ成 績 ヲ總 括 考 察 スル ニ第5階 梯 以 後 ニ於

テハ總 腸 骨動 脈 ニ左 右 ノ不 同現 ハ レ,之 ガ爲 大 ナ

ル左 側 ニ接 スル左 側 中 間部 ハ小 ナ ル右 側 ノ夫 レヨ

リモ 長 ク,横 徑 ハ 之 ニ反 シ右 側 ノ方 小 扁 平 管 状 ヲ

呈 シ小 圓 管 状 ヲ呈 スル左 側 ヨ リモ大 ナ リ(第1表).

斯 ク ノ如 キハ 從 來 鳥 類 後 腎 ノ發 生 ニ關 スル 檢 索

中,大 藤 氏 ガ1936年 せ きせ い い ん こ ニ於 テ其 ノ太

サ ノ差 ヲ認 メズ ト云 ヒ,森 氏 ガ1936年 雀 胎兒 ニ於

テ其 ノ早 期 ニ於 テハ右 側 僅 ニdickナ ル モ 發育 進

メバ左 右 同大 ノ圓形 小 管 ヲ形 成 ス ト報 告 セ シ以外

ニハ特 ニ其 ノ記 載 ヲ見 ザ リシ所 見 ナ リ.

初發集合管 ノ發生 スル時期 ニ關シテハ第2表 ニ

示スガ如ク予 ノ家鴨胎兒ニ於テハ第5階 梯ニ於 テ

認 メタリ.而 シテコノ時期ハ輸尿管ガ直接總排泄

腔ニ開口シ,且 腎盂ニ3區 分ノ生ズル時期ニ相當

ス.而 シテ腎盂 ノ全長及 ビ集合管 ノ發育程度ハ左

右兩側ニ於テ特 ニ其ノ差異 ヲ認 メズ,高 井(家鷄),

倉智(鶉)氏 等ハ尾部 ニ於 ケル分岐次數ハ頭部ニ於

ケル ヨ リ高位 ニア リ トシ,森 氏 ハ之 ニ反 シ雀 ニ於

テハ 頭 部 ノ方 高 位 ナ リ トセ シモ 予 ノ家 鴨 ニ於 テ ハ

カ カル 關 係 ヲ認 メザ リキ(第1表).

而 シ テ 集 合 管 分岐 ガ 常 ニ規 則 正 シ クdichto-

mischニ 行 ナハ ル ル 事 ハ多數 學 者 ノ云 ヘ ル ガ如 ク

他 ノ鳥類 及 ピ哺 乳 類 ニ於 ケル ト同様 ナ リ.

中 間部 ニ於 ケル 集 合管 發 生 ニ關 シテ ハ 高 井(家

鷄),大 藤(せ きせ い い ん こ),檀 上(十 姉 妹)氏 等

ニ依 レバ之 ヲ發 生セズ ト云 ヒ,之 ニ反 シ南 部(七

面 鳥)氏 及 ピ予 ノ家 鴨 ニ於 テハ コ ノ發 生 ヲ認 メ,

且 ツ其 ノ分 岐 モ發 育 階 梯 ノ進 展 ト共 ニ漸 増 スル ヲ

知 レ リ.コ レ中 間部 境 界 ニ ツ キ テ ノ各 研究 者 ノ意

見 ノ差 ニ ヨル モ ノア レ共 又 一 面 各 鳥 ノ種 類 ニ依 リ

腎盂 ト總 腸 骨 動脈 ノ相 互 ノ局 所 解 剖 的 關係 ノ相 異

ナル ニ ヨル モ ノ ノ如 シ.即 チ總 腸 骨動脈 ノ發 育 程

度,或 ハ之 ガ中 間 部 ヘ ノ機 械 的 障 碍 ノ如 何 ニモ 依

ル モ ノ ナ ラ ンカ.即 チ 予 ノ家 鴨 ニ於 ケ ル同 一 階 梯

ノ胎 兒 ニ テ モ總 腸 骨 動脈 ノ機械 的 障碍 小 ナル 右 側

中 間 部 ニ於 テハ コ ノ障 碍 大 ナル 左 側 ニ於 ケ ル モ ノ

ヨ リモ 中 間 部集 合 管 ノ發 生 稍 々多 キ ヲ認 メ ラル.

集 合 管 ハ發 育 ノ進 展 ト共 ニ頭 部 及 ピ尾 部 ニ於 テ

ハ 特 ニ著 シ ク 其 ノ分 岐 ヲ 増 加 シ 第9階 梯(長 徑

19.0mm,孵 卵 日數9日)ニ 於 テハ最 高 第5次 ノ

分 岐 ヲ示 ス モ ノ ア レ共 イ マダ細 尿 管 トノ結 合 ヲ認

メズ,第10階 梯(頂 臀 徑20.5mm,孵 卵 日數9日)

ニ於 テ初 メテZellblaschenノ 一 端 ガ第4次 集 合

管 末 端 ト接 觸,之 ト結 合 ニ至 レル モ ノ ヲ僅 ニ認 ム.

第4節 腎臟 原 基 ノ位 置 移 動

第3階 梯(頂 臀 徑9.0mm,孵 卵 日數6日)ニ 於

テ原 腎 ノ背 側僅 ニ外 方 ニ ア リシ腎臟 原基 ハ 發 育 ノ

進 展 ト共 ニ背 方 ニ移 動 シ,第5階 梯(頂 臀 徑12.5

mm,孵 卵 日數7日)ニ 至 リテハ原 腎 ノ背 方,頭 端

ハ腹 部 大 動 脈 ノ外 方 ニ漸 次 接 近 シ,第9階 梯 頂 臀

徑19.0mm孵 卵 日數9日)ニ 至 リテハ 原 腎 ノ背 側

少 シク外 方 ニ移 動 シ頭 部 ハ 腹 部 大動 脈 ノ外 側 少 シ

ク背 方 ニ位 スル ニ至 ル.斯 ク ノ如 ク發 育 階 梯 ノ進

展 ト共 ニ背 方 及 ピ外方 ニ移 動 シ,且 第1表 ニ表 示

セ ル ガ如 ク第5階 梯 以 後 ニ於 テハ頭 端 ニ於 テ最 モ

相 距 タ リ中 間部 ニ於 テ最 モ 近接 ス.

コ ノ所 以 ハ他 ノ鳥 類 ニ於 ケル ト同様 ニ原 腎 及 ピ

他 ノ腹 部 内臟 ノ發 育 ノ タ メニ背 外方 ニ壓 排 セ ラ レ

テ位置 移 動 ナ スモ ノ ト考 ヘ ラ レ,且 又 本 胎兒 ニオ
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キ テ モ腎 盂 尾部 ガ總 腸 骨 動 脈 ノ尾方 ニ固定 的 ノ位

置 ヲ賦 與 セ ラル ル ガ爲 ニ後 腎 原基 ノ 轉位 ハ哺 乳 類

ニ於 ケ ル高 井(1934 ,豚),安 井(1940,海 〓)ニ 於

ケ ル ガ如 ク 著 明 ナ ラズ.

第5節 造 後腎組織及ピ細尿管

第1階 梯(頂 臀徑8.0mm,孵 卵 日數5日)ノ 胎

兒 ニ於 テ尾方ニ延長セル造腎組織ハ腎芽ノ内背側

部ニ至 レバ其ノ細胞ハ濃染シ他ノ部分 ヨリモ密集

セ ル ヲ認 ム.即 チ 其 ノ核 周 圍 ノ間葉 細 胞 ノ夫 レ ニ

比 シ テ 明 カ ニ大 ニ シ テ且 圓 形 又 ハ橢 圓形 ヲ呈 ス.

コ レ所 謂造 後 腎 組 織 ノ初 現 ニ シテ,第3階 梯(頂

臀 徑9.0mm,孵 卵 日數6日)ノ 胎兒 ニ於 テ ハ内 外

2層 ノ區 別 ヲ生 ズ,即 チ内 層 ハ 將來 細 尿 管 系 統 ヲ

形 成 スベ キ モ ノ ニ シ テ其 ノ細 胞 ハ 一般 ニ圓形 核 ヲ

有シ,稠 密 ニシテ濃染シ,外 層ハ將來後腎結締組

織及ピ被膜 ヲ形成スベキモノニシテ内層ノ外方ニ

位シ鬆疎ナ リ.而 シテ外層ノ細胞ハ紡錘形又ハ橢

圓形核 ヲ有シ且核ノ大サモ内層ニ大ニシテ外層ニ

小ナリ.コ ノ内外層 ノ區別 ヲ生ズル時期ハ大體腎

盂 ト輸尿管ニ形態上 ノ區分 ヲ生ズル時期ニ相當 ス

ルガ如シ(第2表).

第5階 梯(頂 臀 徑12.5mm,孵 卵 日數7日)ニ

テ ハ造 後 腎組 織 ハ輸 尿 管周 圍 ニハ 認 メラ レズ.内

層 ハ 内外 ニ扁 平 ナ ル 尾 部 ヲ背 内 側 ヨ リ 被 ヒ頭方

ニ進 ミ,中 間 部 ニ至 リテハ 其 ノ背 側 面 ニ接 シ總 腸

骨 動 脈 ニ壓 迫 セ ラ レテ僅 ニ存 シ,頭 部 ニ至 レバ背

内 側 ニ接 シ頭 端 ニ於 テハ コ ノ腹 内側 面 ニ接 ス.外

層 ハ 内層 ヲ被 ヒV. Card. postノ 内 側 ニ沿 ヒ頭進

ス.

第6階 梯(頂 臀 徑13.5mm,孵 卵 日數7日)ニ

テ ハ 内層 細 胞 ハ終 末集 合管 ノ周圍 ニ 集 リ テ 之 ヲ

帽 状 ニ 圍繞 シ テ所 謂metanephrogene Kappe

ヲ形 成 ス.外 層 細 胞 ハ 内 層 ノ 外側 ニ於 テ之 ヲ包埋

シ,内 層 細 胞 ノ被 覆 ヲ失 ヘ ル 中 間部 ニ於 テハ 直接

之 ニ接 シ頭 部 ニ於 テハ 間 質結 締 組 織 ヲ構 成 セ ン ト

ス.

第9階 梯(頂 臀 徑19.0mm,孵 卵 日數9日)ニ

於 テ ハ 内 層 細 胞 更 ニ 發 育 シmetanephrogene

Kappeノ 中樞 端 ニ内 層細 胞 ハ 一 團 ト ナ リ塊 状 ヲ

呈 シ,細 尿 管 ヲ構 成 スベ キZellkugelノ 形 成 セ ラ

ル ヲ僅 ニ認 ム.紡 錘 形 ヲ呈 セ ル外 層細 胞 ハ外 邊 ニ

於 テ壓 平 セ ラ レテ稠 密 ニ集 積 シ腎臟 被 膜 ヲ形 成 シ

他 ノ間 葉 組 織 ト區 別 セ ラル ル ニ至 ラ ン トス.

第10階 梯(頂 臀徑20.5mm,孵 卵 日數9日)ニ

テハ 造 後 腎 組織 ノ内層 ヨ リナルmetanephrogene

Kappeノ 遊 離 端 ニ於 テ増 殖 肥 厚 セ ルZeblkugelハ

更 ニ分 化 シLumenヲ 生 ジ テZellalaschenト ナ

リテ 圓形ノ 細 尿 管 原基 ヲナ ス.之 ハ次 第 ニ發 育 シ

テ卵 圓乃 至 長 圓 形 ヲ呈 シ,其 ノ單層 圓 柱 上皮 ヲナ

セ ル壁 ノ 一端 ハ 遂 ニ之 ヨ リ背 低 キ 單層 圓柱 上 皮 ヨ

リナ ル 第4次 集 合 管 ノ末端 ト接 觸 スル ニ至 レ共,

本 階 梯 ニ於 テハ カ カ ル状 態 ニ進 展 セ ル モ ノハ 尚 ホ

僅 ニ シ テ未 ダ兩者 ノ交 通 ヲ認 メズ.

而 シテ斯 カル兩 系 統 ノ結 合 時 ニ於 ケル 其 ハ最 低

分 岐 ハ本 階 梯 ニ於 テハ 第4次 ナ ル モ他 ノ鳥類 ニ於

テ ハ第2表 ニ示 スガ如 ク最 低 第3次 ヲ示 スモ ノ ア

リ或 ハ 又結 合時 ノ最 高 分 岐 第8次 ヲ示 スモ ノア ル

ヲ知 レ リ.

斯 ク ノ如 ク家 鴨胎 兒 ニ於 テモ 細 尿 管 ハKupffer,

Schreiner氏 ノ 唱 フ ル ガ 如 ク 集 合 管 トハ 全 ク

diskontinuierlicbe Entwicklungヲ 管 ム コ ト明

カ ナ リ.

第6節 各種鳥類 トノ比較發生

比較發生學ノ立場 ヨリ鳥類後腎ノ形態學的發生

過程ニツキ主要ナル先人ノ文獻 ヲ下記ノ如ク抄表

(第2表)ス ルニ,大 體同一ニシテ大差ナキモ各鳥

類 ノ種類ニヨリ,又 同一種類ニオキテモ各個體差

ニヨリ其ノ發育階梯ヲ稍 々異 ニスルヲ知 レリ.

而シテ既述セルガ如ク大體腎盂 ト輸尿管 トノ區

別 ヲ生ズルトキハ造後腎組織 ニ内外層 ノ區別ヲ生

ジ,輸 尿管ガ總排泄腔ニ開口スル時期ハ腎盂ニ頭

部,中 間部及ピ尾部ノ3區 分ヲ生ジ,且 最初ノ集

合管發生ノ時期ニ相當ス.

86



鳥類後腎原基 ノ發生學的研究(家 鴨ニ於 ケル檢索) 885第2表

87



886 新 井 保 重

第5章 結 論

以 上 ノ總 括 竝 ニ考察 ニ ヨ リ次 ノ如 キ結 論 ヲ得 タ

〓.即 チ家 鴨 胎 兒 ニ於 テハ

1) 腎 芽 ハ 他 ノ鳥類 及 ピ多 ク ノ哺 乳 類 同様 原 腎

管 尾 部 背 内 側 壁 ヨ リ發 生 ス.即 チ頂 臀 徑8.0mm,

孵 卵 日數5日 ノ胎 兒 ニ於 テ 其 ノ 初芽 ヲ認 メ,頂

臀 徑8.0mm,孵 卵 日數5.5日 ニ於 テ 腎芽 ハ 内外 ニ

扁 平 ナ ル管 状 ヲナ シ稍 々背 尾 方 ニ膨 出 ス.

2) 頂 臀 徑9.0mm,孵 卵 日數6日 ノ胎 兒 ニ於 テ

ハ後腎管ハ延長シ形態上腎盂 ト輸尿管トヲ區別シ

得

3) 輸 尿 管 ハ最 初 長 サ0.2mmノ 扁 平 管 ナ レ共

爾 後 發 育 ニ伴 ヒテ延 長 シ,頂 臀 徑19.0mm,孵 卵 日

數9日 ノ胎 兒 ニ テハ 小 圓 管状 ヲ呈 シ全 長1.06mm

ニ達 ス

4) 頂 臀 徑12.5mm,孵 卵 日數7日 ノ胎 兒 ニ於

テ腎 盂 ハ初 メテ形 態 上 尾部,中 間 部 及 ピ頭 部 ノ3

區 分 ヲ生 ズ.

5) 輸 尿 管 開 口部 ハ 發 生初 期 ニ於 テハ 原 腎管 末

端 部 背 内側 壁 ニ次 イデ 存 ス レ共 漸 次 背 尾方 ニ移 動

シ テ總 排 泄 腔 ニ接 近 シツ ツ遂 ニ之 ニ開 口,漸 次 コ

ノ中 央 ニ向 ツテ 移動 シ其 ノ開 口部 ハ 左 右相 接 近 ス

ル ニ至 ル.コ ノ關 係 ハ哺 乳 類 ニ於 テ外方 ニ移 動 シ

ツ ツ總 排 泄腔 ニ於 ケ ル原 腎 管 開 口部 ノ頭 方 ニ於 テ

開 口 スル 事實 トハ全 ク相 反 ス.コ レ兩者 ノ泌 尿 生

殖 器 系統 ノ構 成 ノ差 ニ ヨルモ ノナ リ.

6) 輸 尿管 開 口部 ノ位 置 移 動 ノ所 以 ハ 總 排 泄 腔

ノ發 育 ニ伴 ヒ原 腎 管 末端 部 ガ擴 張 シ テ總 排 泄 腔 ノ

一 部 トナ ル ニ起 因 ス レ共夫 レノ ミナ ラズ 更 ニ又既

ニ先 人 ニ ヨ リ鳥 類 ノHarnblaseトhomologナ

リ ト推 論 サ レシUrogenitaltascheニ 向 ツ テ移 動

シ,遂 ニ此 處 ニ固 定 セ ラル ル ニ依 ル モ ノナ ラ ンカ

ト思 考 サル.

7) 腎 盂 尾部 ハ最 初 内外 ニ扁 平 ナ ル葉 状 膨 大 部

ヲ形 成 ス レ共 漸 次 其 ノ太 サ ヲ減 ジ,頂 臀 經19.0mm

孵 卵 日數9日 ニ於 テハ小 ナ ル扁 平管 状 ヲナ シ背 頭

方及 ピ腹 尾 方 ニ分 岐 ス.

8) 右側腎盂中間部ハ其ノ全長左側ヨリ短ナレ

共,小 扁平管状 ヲ呈セル其 ノ横徑ハ之ニ反シ小圓

管 状 ヲ呈 スル左 側 ノ夫 レ ヨ リ大 ナ リ.

9) 頂臀 徑125mm,孵 卵 日數7日 ノ胎 兒 ノ腎

盂 頭 尾部 ニ於 テ初 メテ第1次 集 合 管 發 生 ス.コ ノ

時 期 ハ大 體 腎盂 ニ頭 部,中 間 部 及 ピ尾 部 ノ3區 分

ヲ生 ジ,且 輸 尿 管 ガ總 排 泄 腔 ニ開 通 スル時 期 ニ相

當 ス.

10) 發 育 ノ進 展 ト共 ニ集 合 管 ハ特 ニ頭 部 及 ピ尾

部 ニ於 テ著 シ クdichtomischニ2.3, 4次 ト分 岐

シ其 ノ分 岐 状 態 ハ 左右 兩 側,或 ハ頭 部,尾 部 ニ於

テ特 ニ一 定 ノ關 係 ヲ認 メズ.

11) 頂 臀 徑15.5mm,孵 卵 日數8日 ノ胎 兒 ニ於

テ ハ 中間 部 ヨ リモ集 合 管 ノ發 生 ヲ認 メ,之 ハ發 育

ノ進 展 ト共 ニ漸 増 シ,右 側 ニ於 テハ左 側 ヨ リモ其

ノ發生稍々多キガ如シ.

12) 發育 ノ早期原腎ノ背方,腹 部大動脈ノ腹外

方ニアリシ後腎原基ハ腹部内臟 ノ發育 ニ壓排セラ

レテ漸次背頭方ニ其ノ位置ヲ移動シ,且 兩側腎盂

間ノ距離ハ頭部 ニ於テ最大,中 間部ニ於テ最短ナ

リ.

13) 細 尿 管 ノ發 生母 地 タル 造 後 腎 組 織 内層 細 胞

ガ後 腎被 膜 及 ピ後 腎 間 質組 織 ノ母 地 タル 外 層細 胞

ト判 然區 別 セ ラル ル ノハ 頂 臀徑9.0mm,孵 卵 日

數6日 ノ時 期 ニ シテ,コ ノ折 大 體 腎盂 ト輸 尿 管 ト

ノ區 分 ヲ認 ノラル.

14) 頂 臀 徑19.0mm,孵 卵 日數7日 ノ胎 兒 ニ

於 テ ハ 内層 細 胞 ヨ リ進展 セ ルmetanephrogene

Kappeハ 少 數 ノZellkugelヲ 形 成 シ,頂 臀徑

20.5mm,孵 卵 日數9日 ノ胎 兒 ニ テハ 更 ニZell-

blaschenニ 分 化 シ其 ノ一端 ハ 第4次 集 合 管 ノ末

端 ト接觸 ス.

15) 造後 腎組織外層ハ徐 々ニ後腎結締組織ヲ構

成 スル ト共 ニ更 ニ進 ミテ頂 臀 徑16.0mm,孵 卵 日

數8日 ノ胎 兒 ニ於 テハ 腎臟 被 膜 ノ初 現 ラ示 ス.

16) 比較發生學ノ見地 ヨリ先人ノ文獻ヲ比較抄

表 スルニ略大差ナキモ各鳥類 ノ其種類ニ依 リ,又
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同 一種 類 ニオ キ テ モ 各 個體 差 ニ ヨ リ各 々其 ノ發 生

ノ階梯 及 ピ其 ノ状 ヲ稍 々異 ニ スル コ トヲ知 レ リ.

擱筆スルニ當 リ終始御懇切ナル御指導及 ピ

御熱誠ナル御校閲 ヲ賜ハ リシ恩師敷波前教授

及ピ金津助教授 ニ對シ滿腔 ノ謝意 ヲ表 ス.
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(昭 和17年10月27日 受 稿)

Aus dem Emabryologischen Laboratorium des Anatomischen Institutes der

Medizinischen Fakultat Okayama.

(Vorstand: Prof. Dr. K. Yagita)

Studien uber die Entwicklung der Nachnierenanlage bei Vogeln.

(Untersuchung an dem Anas domestica)

Von

Yasushige Arai.

Eingegangen am 27. Oktober 1942.

Die Nachnierenanlage der Vogel wurde seit langer Zeit emsig uptersucht; auch aus

unserem. Institut sind besonders in den letzten Jahren unter der Leitung von Prof. Dr.

Sikinami eine Reihe von ausfuhrlicheren Berichten veroffentlicht worden. Was aber die

ontogenetischen Prozesse dieser Anlage anbetrifft, so sind wir heute noch wegen der Man-

nigfaltigkeit der Vorgange nicht fur alle Falle aufgeklart. Der Verf. hat nun unternommen,

vom Standpunkt. vergleichender Ontogenese die Entwicklung dieser Anlage bei Anwendung

von 10 Embryonen der Ente eingehend zu untersuchen und die Ergebnisse mit denen

verschiedener Forscher zu vergleichen in der Hoffnung, dadurch die Lucken bisheriger

Forschung erganzen zu konnen. Daneben hat er besonders beim Ureter die auf dem

Entwicklungswege auftretenden Verschiebungen seiner Mundungsstelle beobachtet.
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Das Dlaterial wurde in der Alkohol-Formalinlosung fixiert,  mit Borax-Karmin durch

Stuckfarbung gefarbt, in Paraffin eingebettet und zu Schnittserien von 10 bis 20μ Dicke

angefertigt.

Die gewichtigen Abschnitte dieser Praparate wurden durch Benutzung des Edinger-

schen Apparates in 75-100 facher Vergrosserung gezeichnet. Bei Bearbeitung des Materi-

als wurden nach dem Born-Peterschen Verfahren die platten Wachsmodelle aufgestellt.

welche dann mit den mikroskopischen Befunden vergleichen wurden, um die Genauigkeit-

der Untersuchungen zu erzielen. Die Ergebnisse waren wie folgt:

1) Die Niernanlage tritt, gerade wie bei anderen Vogeln und den meisten Sau,

getiern, an der dorsalen Innenwand des Schwanzteils des Urnierengangs in die Erschinung.

Ihre erste Spur namlich kann man bei einem Embryo von 8,0mm Sch. -St.- L. des 5. Beb-

rutungstages erkennen. Einen halben Tag spater nimmt die Anlage eine innen uud aussen

abgeplattete Rohrenform an und buchtet dorso-kaudalwarts etwas aus.

2) Bei einem Embryo von 9,0mm Sch. -St. -L. des 6. Bebrutungstages erfahrt der

Nachnierengang eine Verlangerung, wodurch die morphologische Unterscheidung des

Nierenbeckens vom Ureter ermoglicht wird.

3) Der Ureter stellt anfanglich einen 0,2min langen abgeplatteten Schlauch dar.

Mit der Entwicklung verlangert er sich und bei einem Embryo von 19,0mm Sch. -St. -L. dee 9-

Bebrutungstages nimmt er eine Form rundlichen Schlauches von 1,06mm Lange an.

4) Erst bei einem Embryo von 12,5mm Sch. -St. -L. des 7. Bebrutungstages kann

man an dem Nierenbecken morphologische 3 Teile unterscheiden: den Kopfteil, den Mittel-

teil und den Schwanzteil.

5) Die Einmundnng des Ureters, die sich im Anfang der Entwicklung anf der

dorsalen Innenwand des kaudalen Endes des Urnierengangs findet, wird schuweise dorsal-

warts verlegt, nahert sich dann der Kloake und ruckt sich allmahlich nach der Mitte

dersolben hin. Daher Kommen allmahlich die Mundungen der beiderseitigen Ureter

einander naher um bis zu der dorsalen wand der Kloake etwas kaudal der Mundung des

Urnierenganges zu erreichen. Dieses Verhaltnis ist gerade entgegengesetzt gegen die

Tatsache, dass bei den Saugern der Ureter kranial von der Einmundung des Urnieren-

gangs einmundet. Das kommt aus dem strukturellen Unterschied des Urogenitalsystems

zwischen den Vogeln und den Saugern her.

6) Fur die Erscheinung, dass die Einmudung des Ureters verlegt wird, ist bislang

eine Ursache festgestellt worden, die darauf beruht, dass der Endteil des Urnierengangs

mit der Entwicklung der Kloake an Umfang zunimmt und zu einem Teil der Kloake wird.

Ausserdem scheint es berechtigt, noch eine Ursache anzunehmen, die darin besteht, dass

der Endteil des Ureters nach der Urogenitaltasche hin wandert und schliesslich daselbst

befestigt wird, Urogenitaltasche, die von vielen Forschern als ein der Harnblase von

Vogeln homologes Organ angesehen wird.

7) Der Schwanzteil des Nierenbeckens bildet anfanglich eine abgeplattete blattfor

mige Ausbuchtung nach innen und aussen hin. Diese Ausbuchtung nimmt allmahlich an

Dicke ab und bietet bei einem Embryo von 19,0mm Sch. -St. -L. des 9. Bebrutungstages einen
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kleinen flachen Schlauch dar, der sich in der dorso-kranialen und der Ventoro-Kaudalen

Richtung verzweigt.

8) Der Mittelteil des rechten Nierenbeckens ist zwar in seiner ganzen Lange etwas

kurzer als der des linken, in seinem Querdurchmesser aber ist er, wie ein kleiner flacher

Schlauch aussehend, grosser als der linke, der eine Form kleinen Schlauches annimmt.

9) Bei einem Embryo von 12,5mm Sch. -St. -L. des 7. Bebrutungstages wachst erst das

1. Sammelrohr aus dem Kopfteil und dem Schwanzteil des Nierenbeck hervor. Diese Zeit

entspricht dem Stadium, wo einerseits der Nierenbecken sich so weit entwickelt hat, dass

man an ihm ungefahr den Kopfteil, Mittelteil und den Schwanzteil unterscheiden kann

und wo andererseits der Ureter in die Kloake einmundet.

10) Mit fortschreitender Entwicklung teilt sich das Sammelrohr besonders an dem

Kopf- und Schwanzteil stark dichotomische. Dieser Verasterungsvorgang aber zwischen

der rechten und der linken Seite oder zwischen dem Kopf- und dem Schwanzteil keine

bestimmte Beziehung zu finden ist.

11) Bei einem Embryo von 15,5mm Sch, -St. -L. des 8. Bebrutuugstages spriessen

auch von Mittelteil des Nierenbeckens Sammelrohre hervor, welche mit dem Fortschritt der

Entwicklung allmahlich an Zahl zunehmen. Aus der rechten Seite des Mittelteil scheinen

sie in der Zahl mehr hervorzutreten als aus der linken.

12) Die Nachnierenanlage, welche sich hinter der noch im Fruhstadium der Ent-

wicklung befindlichen Urniere, b. h. auf der dorso. lateralen Seite der Aorta abdominalis

findet, wird infolge vor Wachstum der Abdominellen Organe allmahlich dorso-kranialwarts

verdrangt. Der Abstand zwischen dem rechten und dem linken Nierenbecken ist am Ko-

pfteil am grossten, am Mittelteil am kleinsten.

13) Die deutliche Begrenzung zwischen den Innenzonenzellen des metanephrogenen

Gewebes, dem Mutterboden der Harnkanalchen, und den Aussenzonzellen desselben, dem

Mutterboden der metanephrogenen Membran und der metanephrogenen interstitiellen Ge-

webe, ist bei elnem Embryo von 9,0mm Sch. -St. -L. des 6. Bebrutungstages moglich. In

diesem Stadium ist auch der Unterschied zwischen dem Nierenbecken und dem Ureter im

grossen und ganzen erkennbar.

14) Bei einem Embryo von 19,0mm Sch. -St. -L. des 9. Bebrutungstages bildet die

aus den Zellcn der Innenzone hervorgetretene metanephrogene Kappe eine kleine Anzahl

von Zellkugeln, welche sich dann im Stadium von 20,5mm Sch. -St. -L. des 9. Bebrutungsta-

ges weiter zum Zellblaschen differenzieren, dessen ein Ende mit dem Endteil des in der

4. Etage hergeschobenen Sammelrohrs in Beruhrung kommt.

15) Die Aussenzone des metanephrogenen Gewebes zeigt, nachdem sie die Bin-

degewebe der Nachniere ausgebildet hat, weiter noch bei einem Embryo von 16,0mm Sch.-

St. -L. des 8. Bebrutungstages die erste Spur der Nierenkapsel an.

16) Der Verf. hat die in der Literatur beschriebenen Beobachtungenvieler Forscher

vom Standpunkt vergleichender Ontogenese aus zusammengestellt. Daraus konnte er

feststellen, dass der Entwicklungsvorgang der Niere sowohl von der einen Vogelart auf

anderen, als auch von dem einen Individuum zum anderen vielfach variiert. (Autoreferat)
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